
〈資料〉
日本におけるギリシア学・ローマ学の

流入・移植・受容と展開の文献史(六)

-一切支丹時代から昭和二十年までの著作文献年表-

渡 邉 雅 弘・編

【参考文献追加】

(20) 小林雅夫「日本の大学における西洋古典研究」西洋史論叢22(2001)(早稲田大

学史学会・西洋史部会)

聯 Chiaki Matsudaira (松平千秋) ,Classical scholars in Japan publish masterpieces

worthy of pride, The Japan Times 9/25, 1991

図 Manabu Akiyama (秋山学) , Classical Studies in Japan, Prospects Spring 1996

(Natinal Committee for Latin and Greek)

昭10 (1935)

A.エルヅイン・ヤーン「ゲーテと希臘の生活様式」ゲーテ年鑑4

ゲーテ/黒板禎二譯「羅馬第二次滞在記」(ゲーテ全集刊行會編「ゲーテ全集」

12中)

ゲーテ著/岩崎員澄譯『伊太利紀行』(ゲーテ全集刊行會編「ゲーテ全集」11)

田中克己「多島海」(詩)コギト33

岡登貞治「希臘の旅」教育評論12月號

田代安子「ローマ人とギリシヤ人とｰ一一(ニューマン)「カリスタ」を讀みて」

創造3

(参考:會報「西洋史部會」(75教室)、史觀8

(學生)野恒太郎君「エトロスカ文化研究」)

瀬川三郎「ギリシヤの自然と生活と文化」教育論叢33-6

亀井勝一郎「奴隷なき希臘の國へ」日本浪漫派ト2

和辻哲郎「牧場」思想152、153、154

和辻哲郎『風土』

安倍能成「豊富なる獨創一和辻哲郎教授の「風土」を讀みて」帝國大學雜聞599

カレント・ブック、帝國大學新聞602
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一斎藤茂吉「和辻哲郎「風土」」、安倍能成[和辻哲郎著「風土」」

本多浅治郎『文化史的に見た西洋史』

加藤咄堂『讃書と修養』

椎崎法蔵「「文明史」日本移入過程の分析一明治史學思想史の一餉」歴史科學

ぐ2

(参考:京都帝國大學文學部哲學科講義題目、哲學研究229

哲學概論(田逡)演習(Hegel : Phanomenologie des Geistes、田港)西

洋哲學史(古代中世哲學史、山内)西洋哲學史(近世哲學史、九鬼)特

殊講義(ミュトスの研究、出回)演習(Platon : Timaios、山内)心理

學概論(野十う西洋倫理學史(天野)演習(Hegel : Grundlinien der

Philosophie des Rechts、天野)教育學概論(長田)美學序論(植田)

宗教學概論(波多野)特殊講義(Plotinusの宗教哲學Enneades Vの解祥、

波多野∩寅習(HegeにPhilosophie der Geschichte、波多野)

(参考:昭和十年度東京帝國大學文學部史學開係講義題目、史學雜誌546

史學概論(今井ト西洋史概説(「1」中)西洋哲學史概説(出、伊藤)西洋

倫理學史概説(長尾)宗教史概説(石橋)教育史概説(阿部)等)

(参考:毫北帝大哲學科講義題目(昭和十年度八毫北帝國大學文政學部・哲學

科研究年報2

哲學概論(二)(岡野八倫理學概論(:づ(世良)、西洋倫理学史(二二)

(柳田)、講讀及演習(Aristoteles､Ethica Nicomachae､ trs.by D.Ross、

世良)、心理學概論(飯沼)、教育史概説(福島)、西洋教育史(二二)(福

島卜等)

B.①アリストテレス著/岩崎勉譯『形而上學』(哲學名著叢書6)

出隆『プロチノス・エネアデス(抄譯)』(大思想文庫5)

②パスカル著/柳田泉譯『隨想録』(哲學名著叢書4)

大日本雜辯會編『英雜天才史傅』?

三木清『アリストテレス・形而上學』(大思想文庫2)

バーネッド著/出隆・宮崎幸三郎譯『プラトン哲學』

岩下壮一『アウグスチヌス・神の國』(解説、大思想家文庫6)

佐々木清之丞r西洋教育史新講』

石山脩平『西洋教育史』(下)

石山脩平『教育的解祥學』(第5篇4章「古代中世解祥學」)

大瀬甚太郎『欧洲教育史一上古よりペスタロッチに至る』(再版?)

田制佐重『西洋古代教育文献篇』(世界教育文庫・學説篇(4))

曾田慶司『文検參考・統合西洋教育史綱要』
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出隆『ギリシヤ人の霊魂観と人間學』(未公刊、東京帝大文學部學位論文)

金子武蔵『古代哲學史』(上、現代哲學全集2)

桑木巌翼『西洋哲學史概論』(→昭22 ・16版)

三枝博音『誹謐法談叢』(談叢の二「キケロの諺」)

九鬼周造『偶然性の間題』(エピクロス、ルクレティウス等)

森宏一『近代唯物論』(唯物論全書、「近代唯物論前史・ガッサンディ」)

フランツ・ボルケナウ著/横川次郎・新島繁譯『近代世界観成立史一封建

的世界観から市民的世界觀へ』(上下、「ガッサンディ」)

伊藤恵『新講・倫理學』

永野芳夫『新訂・論理學概論』

ブランシュヴィック著/由木康・直方敏譯『パスカル「パンセ」序説』(基督

教叢書52)

ヒルティ著/草間平作譯『幸福論』(岩波文庫)

ブルガコフ著/大島豊譯『哲學の悲劇』(ヘーゲル等)

フィッシャー著/甘粕石介譯『ヘーゲル傅』

務台理作『ヘーゲル研究』

ニイチエ著/生田長江譯「新譯決定版「ニイチエ全集」中

第3,4冊: r人間的な餘りに人間的な』

第5 冊:『黎明』

第6 冊:『悦ぱしき知識(附・「放浪公子の歌」)」

第7 冊: r善悪の彼岸・この人を見よ(ニイチエの自傅)』

第9 冊:『道徳系譜學・偶像の薄明・反基督』

ニーチェ著/井上政次譯『反時代的考察』(上下、岩波文庫)

ブランデス著/宍戸儀‥一譯『ニーチェの哲學』

ベルナヂネル著/廣島定吉譯『ニーチェ哲學とファシズム』

ベルトラム著/浅井政男譯『ニーチェー--一一神話の試み』(上一昭16再版)

E.ポーダッハ著/加藤信也譯『ニイチェ研究』(一昭12再版)

高沖陽造『ニイチエと現代精神』(→昭25「ニイチェ・破壊より建設」と改題)

サイモンス(A.シモンズ)著/山本長方譯『ウォルタア・ペータアの研究』

ディルタイ著/船山信一‥一譯『世界觀學』

ディルタイ著/戸田三郎譯『哲學の本質』(岩波文庫)

蘆谷蘆村『童話學十二講』(「ギリシヤ神話に現れたる巨人」)

戸坂潤『日本イデオロギー論』(「「文献學」的哲學の批判」→昭36増補)

河合祭治郎『第一學生生活』(「㈲エラスムスとルター」)

『清済満之全集』(全6巻、非責品)
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③シェストフ/永郁介譯「狂乱の言葉(プロティノスの奪魂)」「形而上學的員理

の源泉について(縛られたパルメニデス)」(改造社版「シ

ェストフ選集」第2巻中)

ベアリング/花田銭太郎譯「蝉こそ幸なれ(クサンチッペとソクラテス)」「女

神書縁起」(ヴィーナス)「令嬢はライオンがお好き」(ス

トア派)(「蝉こそ幸なれ」中)

片山敏彦F樹間のアポロ像丿地平線9月號

久保勉「プラトンの教育論」東北帝國大學法文學部十周年記念「哲學論集」中

松本正夫「述語論理の諸特性」哲學(千二田哲學會)13

青木巌[ギリシヤの所謂自然學者について]哲學(三田哲學會)14

前田鷹衛「アリストテレスに於ける論理的可能性について」哲學論叢(東京文

理大學大塚哲學會)1

田中美知太郎「Substantia」哲學論叢(東京文理大學大塚哲學會) 2, 6

林(矢板)竹二「プラトンの場所ト文化2-1

出隆「ギリシヤ人の人間観」理想社版・人間學講座4(「人間の宗教的歴史的

考察」)

出隆「希臘人の霊魂」哲學雜誌575, 576, 577

川田熊太郎「プラトンの認識論」哲學雜誌582

松本厚[プラトンに於ける全豊と有]哲學雜誌583

マルセル・ド・コルト/萩原増雜譯「アリストテレスの叡知説」哲學雜誌585

「参考:哲學茶話會發表,哲學研究226

三井浩Fエロースとヌース」)

西谷啓治「アリストテレスの構想論-アリストテレスに於ける哲學の概念

割哲學研究226, 229

(参考:京都帝國大學文科卒論,哲學研究227

小安三平「プラトンの誹諧法」

多賀瑞心[アリストテレスに於ける人間の形成]

三輪文夫「アレキサンドリア學派」

山田潤二Fソクラテスに就いてJ)

長渾信音「プラトーンに於ける認識への道-~･「テヘアエテーツス研究」」

哲學研究229, 231

(参考:哲學・宗教學茶話會,哲學研究232

長渾信壽「プラトーンに於ける「混合」に就いて」)

ニコライ・ハルトマン/服部英次郎譯Fプラトン哲學に於けるアプリ

オリスムスの問題」哲學研究
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234

田中修一「偉大なる公民の師ソクラテス」信濃教育585

山内得立「ロゴスと「精神」」信濃教育585

文検參考・越山甘言「修身慄備試験間題及答案(2)一一「ソクラテースの倫

理説を述べよ」」教育論叢34-5

(参考:廣島文理大學卒論、教育學研究5-2

早川忠雄「プラトンの國家教育論-ポリティアを中心として」)

秋滞修二「デモクリトス」唯物論研究35

波多野通敏「アリストテレスの哲學必要論」大崎學雜86

波多野通敏「ヽノクラテスの信仰」智山學報(新)6

波多野通敏「､ソクラテスの信仰」神學研究26-2

高松孝治「新約聖書の用語變更について」神學研究26-6

神田盾夫「パピルス資料二つ」宗教思潮2-1

瀬川三郎「デメーテル祭り」アルト10月號

瀬川三郎「ギリシヤのおまつり」帝國教育666

瀬川三郎「ギリシヤの教育」教育3-8

(参考:三田史學研究會例會報告、史學14-2

山本光雜「ソクラテスの霊魂観」)

(参考:西洋史讀史會、史學雜誌542

原種行「中世に於ける宇宙論の一考察」)

葉上照澄「希臘道徳思想史の意義とその構造」大正大學學報20

北吟吉「國民主義の道徳」理想53

理想55中一一

高山岩男「宇宙に於ける人間の地位」

金子武蔵「歴史と人間」

理想59中一一一

田漫元「存在論の第三段階」

石山脩平「教育と哲學」(プラトン)

高坂正面「楽観哲學と悲観哲學」

蔭山庄司「要約・西洋倫理學史」文檜世界21-4、5、6

石丸梧平「創造哲學概論」(ギリシア唯心論を含む)人生創造12-11

時評「空樽の哲人・富代のディオゲネス」人生(帆足理一郎個人雜誌)5-1

7ラン/桑原武夫譯「静觀的なるものについて」四季7

秋渾修二「氏族宗教、民族宗教の世界宗教への歴史的登展過程」歴史科學4-1

(参考:研究室彙報「宗教學會」、大谷學報16- 1
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(學生)香川義丸君「アウガスチン時代の罪悪感について」)

小島威彦「神話の試論」國民精神文化1-1

中山昌樹「聖アウグスティヌスの「神の國」の根本思想一一一一特にその歴史哲

學的意義に就て」開拓者347

船山信一「哲學の効用」(ソフィスト、ソクラテス等)帝國大學新聞578

①川田熊太郎「オーギュスト・ディエスのプラトン解憚」哲學雜誌584、585、586

務豪理作「ヘーゲル精神現象學と論理學との闘係に就いて」哲學論叢1

伊藤源一郎「キェルケゴールのソクラテス的なるもの於ける實存哲學的概念」

哲學論叢2

五百旗頭億治郎「碩學中の聖者トマス・アクイナス」神戸商業大學創立三十周

年記念論文集中

文検參考・越山信吉「西洋倫理學史講義の解説」教育論叢34-6

理想52中一

批評と紹介「久保・阿部譯「プラトン對話篇・饗宴」」

批評と紹介「甘粕石介「ヘーゲル哲學への道」」

批評と紹介「ディルタイ/藤平武雜譯「歴史と生の哲學」」

山本英一「ハイデッガーの認識論」理想54

理想61中一一一

高橋敬視「存在論の基礎-ニコライ・ハルトマンの近業」

批評と紹介「桑木銀翼「西洋哲學史概説」」

批評と紹介「得能文「哲學概論」」

批評と緋介「由良哲次「人生觀の問題」」

乙竹岩造「ディルタイの教育學説」教育學研究3-11

垣下清一郎「ウィルヘルム・ディルタイの教育學的諸論文」教育學研究4-2

(参考:東京帝國大學卒論、教育學研究5-2

長谷山八郎「Goetheに於ける教育の宗教的基礎---「畏敬の念」を

中心とせる一つの愛書])

(参考:廣島文理大學卒論、教育學研究5-2

満田源作「ナトルプの社會的教育學に就いて」)

白根孝之「ディルタイ教育學史及概論」教育學術界72- 1 、3

書評「石山脩平「教育的解鐸學」」教育週報521

「ヘーゲル哲學で文學博士に」(務毫理作「ヘーゲルの精神現象學と客観的

神の研究」)教育週報525

「人物の片影-一務嗇理作君(學位論文)」教育週報532

書評レJヽ西博士全集」教育週報536
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新刊・永田廣志「クーノー・フィッシャー/甘粕石介譯「ヘーゲル傅」」歴史科

學し12

斎藤芳造「ヘーゲル哲學の黄金時代」修身教育6月號

戸坂潤「「文献學」的哲學の批判」唯物論研究29

森宏一「ブルーノー」(唯物論者評傅)唯物論研究33

江目漠「ベルグソン哲學批判」唯物論研究36、37

書評・青木巌「高橋誠一一郎「アリストテレース」」三田評論449

亀井勝一一郎「文學者と基督教的 神について」文藝7月読

(?)「エラスムス・ロッテルダム」傅記3月號

吉永十果「ギイヨーの「未來の無宗教」に就いて」日本宗教學會編・日本宗教

學會第3回紀要中

谷川徹三「否定の精神について」新潮1月號

上田辰之助「トマスとラスキン」文検世界21-6

朝吹磯子「ラスキン文庫」心の華39-3

馬場啓之助「ジョン・ステユアート・ミル論」社會評論8月號

吉田絃二郎「エマースンと賓生活」 年20-5

三木清「ニーチェと現代思想」経済往來3月號

篠井英夫「ニイチェ文鰍(出版時評)」経済往來5月號

小口優「ニイ千エと獨逸文藝學」早椙田文學(第3期)2-6

茅野蕭々「ニイチエの思想輪郭」月刊・文章講座1-4

高沖陽造「ニイチェ及びベルグソン的思惟と近代思想」世界文化6

パウル・ホーニックスハイム/村岡述「テエヌ、ベルグソン、ニイチエに關す

る最近の研究」世界文化9●10(合)

新島繁(野上巌)「ニーチェ主義とマルクス主義ニーチェ批判のための一試論」

社會4-6

新島繁(野上巌)「高沖陽遺著「ニイチエと現代精神」」社會4-7

江目決「ベルグソンとニイツチエ」行動3-7(「向日葵之書」中)

フランツ・メーリング/山田重助譯「ニーチェ論」先駆1-1

ホニグスハイム/福岡三郎譯「現代に於けるテーヌ、ベルグソン及びニーチェ」

先駆1-3

和木 三郎「エーリッヒ・ポーダッハの「ニイチエ研究」を讃む」文藝通信

3-9

加藤信也「ニイチエとペーテル・カストー一一Podachの《ニイチエ研究》にる」

三田文學10- 9
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生田長江Fニイチエとトルストイとの對照jH本評論10-12

森戸辰男「著名仕會主義者の對基督教態度に關する告白」(幸徳秋水「基督抹

論川月刊大原社會問題研究所雜誌2-4

吉井勇「英雜待望論(鶴見祐輔著)」(同「娑婆風流」中「身漫雜記」所収)

新刊「上田辰之助[トマス・アク井ナス]」法律時報7-12

沙翁「人心の危機Oレークリースの一節」」聖化105

新刊F上円辰之助∩

雜刊「J. S. Newberry, The Rainbow Bridge, 1934」(ギリシヤ等)(雜)宗教研

究12-]

新刊「モンテーニユ/開根秀雜譯「隨想録(一)」](新)宗教研究12一4

新刊「佐野勝也F使徒パウロの神秘主義」」(ヘレニズム等(新)宗教研究12-6

鈴木弘「絶對者の誹諧法一法の形而上學と機の認識論」大谷學報16- 1

(参考:研究室彙報「哲學研究室」,大谷學報16-1

前田秀一郎「ヘーゲルに於ける「員なる者」」)

紀平正美F愛知か自謙か賜依則行善乎」(,ソークラテース,アリストテレース,

ソフィスト,アポローン,ダイモーン等)國民 神文化1-1

雜島繁「高沖陽遺著「ニイチエと現代精神」を評す」社會4-9

岡田純二「ニイ千エとキリスト教」法文論叢(九大法文學會)20

増田廉吉「幕府時代に於ける外来思想取締と洋書輸入に對する取締状況」長崎

談叢16

闘谷謹之助「オックスボードの學界一一西欧哲學倫理研究の素圖」道徳教育

4-5

-一一- W. D. Ross, The Works of Aristotle

「新刊書目」,哲學研究226一一

Augsutinus : E.Deinker, Die Anthoropologie Augustins, Stutt., W.

Kohlhammer

E. Przywara, Augustinus, die Gestalt als Geftige

M. Grabmann, Studien U. d. Einfluss d. aristotel.Philos.auf mittelalterl.

Theorien a. d. Verhaltniss v. Kirche u. Staat, Miinchen

Philo Alexandrinus : W.Knuth, Der Begriff d. Slinde bei Philon v.

Aleχsandria

Plato : H.G.Gadaraer, Plato u. die Dichter

Socrates : H.Kuhn, Sokrates, Ein Versuchii. d. Ursprung d. Metaphy-

sik, Bin., Vlg.d.Runde

「雜誌要目」-
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C.R.Morris, "Plato's Theoty of the good man's motive", Proceedings of

the Aristotelian Soceity, N. S. vol. 34,1933-34

W. Theiler,"Die grosse Ethik und die ethiken des Aristoteles", Hermes

Bd. 69, Ht. 4

｢新刊書目｣、哲學研究227

Augustinus : Confessionun libri χIll, post P.Knoelldit, curis ed. M.

Skutella, Berl. u. Lpz. Teubner

R. Joliver, Dieu, soleil des esprits, 0u la doctrine Augustinienne de

rillumination, Paris, Desclee de Brouwer

Clemens Aleχandrinus : Werke Bd. 4, Tl.I,Register, Citatenreg, Testi-

monierung ･,Intienreg. f.d. Fragmente, Eige-

namenreg, Lpz., Hinrichs

Platon : R. von Schelina, Dion, Die platonische Staatgriindung in Sizil-

ien, Lpz., Dieterrich

｢新刊書目｣、哲學研究228

Aristoteles : Athenian Constitution, Eudemian Ethics, Rhetorica ad

Alexandrum and Vices & virtues, tr. by H. Rackham

Metaphisics, Bks.χ-χIV.tr. by H. Treennick and ,

Oeconomica & Magana moralis,tr. by G.Cyril Armstro On

the soul, Parva naturalia , 0n breath, tr. by W. S. Hett

(The Loeb Classical Library) Lond., W. Heinemann

Philo Alexandrinus : Works. tr.by F. H. Colson, vol. 6 (Loeb Libr. n0.

289) Lond., W. Heinemann

Plato:The Republic. tr. by Paul Shorey vo1.2,BkS.VI-X(Loeb Libr.

no. 276) Lond., W. Heinemann

Seχtus Empiricus : Works. tr. by R. G. Bury (Loeb Libr. no. 291)

Lond., W. Heinemann

「雜誌要目」一一一一-

Die Antik. Bd.11,Ht.1:

L. Binswanger,"Heraklits Auffasung des Menschen"

「新刊書目」,哲學研究229

Aristoteles : Metaphysica, Recogn. W. v. Christ. Nova impr. correct-

ior, Lpz., Tebner

S. Moser, Z. Lehre v. d. Definition bei Arist. T1.1 : Organon u･

Metsphysik, Innsbru ck, Rauch.
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C.Bailey, Religion in Vergil, Oxf. U. P.

Heraklitus : O.Gigon, Unters. z.Heraklit, Lpz･, Dieterich

Platon : J. Bannes, Platon, D. Philos. d. heroischen Vorbilder, Berl., W.

de Gruyter

F. M. Cornford, Plato's Theory of Knowledge, Lond., Kegan Paul

H. Neugebauer, Platonische Mystik, M u nchen, Barth

Plotinus : Esssence of Eχtr.fr. 6 Enneads. Base.d on tr.by S.Macken一

na, with appen dix giving some most important Platonic &

Aristotelian sources on which Plotinus drew, and an

annotated bibliogr. compl. by E. H. Turnbull, 0χf.U. p.

雜録フランツ・マリア・ラタデチェク｢トマスによる存在の種々の意味｣(ア

リストテレス,プラトン,アウグスティヌス等)哲學研究230

[雜刊書目],哲學研究230 -一一

Aristoteles : J. Drechsler, Die erkenntnistheort. Grundlagen u.

prinzipen d. Aristotel. Didaktik, Berl.,ﾕunker & Diinnh

Demokritus : H.Langerbeck, Doχis epirusme, Stud. z. Demokrits Ethik

u. Erkenntni sslehre, Berl.,Weidemann

W. K. C. Guthrie, Orpheus and Greek religion,Lond., Methuen

し新刊書目ム哲學研究231

Aristoteles : Acht Biicher physik. Gr. u. m. Anmerk. v. C. Prantl.

(1854) Unveran drerte Neuausg. 1935

0. Kern, D. Religion d. Griechen, Bd.2 , BerL, Weidemann

Plotinus :J. Barion, Plotin u. Augustinus, Unters. z. Gottesprobl, Berl.,

Junker u. Du nnh

F雜誌要目J~

Hermes Bd. 70, Ht. 1:

C.Ritter, "Unterabtei】ungen innerha】b d. zeitlichen ersten Gruppe

plato. Schriften"

H. Frankel, "Griech. Bildung in altr o misch. Epen, II"

｢新刊書目｣,哲學研究232一一

Aristote】eS:I. Madkour, L'Organon d'Aristote dans le monde arabe,

ses traductions, son etude et ses applications, Paris, Vrin

「新刊書目｣,哲學研究233-一一

J. Gredt, D. aristoterisch-thomistische Philos. Bd. 1 : Logik u. Naturp-

hilos. Freiburg i Br. :Herder,χI
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Platon : N. Hartmann, Das Problem des Apriorismus in der Platonisc-

hen Philosoph ie ,Berl.,W.de Gruyter

Socrates:K. E. Girsberger, Sokrates V. Athen, E. Studie, Graz :

Truppe

「新刊書目｣,哲學研究234--

Plotin publ, par Eustochius, paris : E. Leroux, pp.χI1

Philo Alex : H. Willms, Eikon, E.begriffsgesch. Unters. z. Platonismus,

TL, 1 : Philon Alexandreia, mit e. Einl. u . d. Zwischen-

zeit,M u nster i,W｡Aschendorff

N.A.Robb, Neoplatonism of the Italian Renaissance, Lond., Allen &

Unwin

「雜誌要目｣-

W. Schadewaldt,"Horaerische Szenen.I : Hektor und Andromache",

Die Antike Bd. lLHt. 2

A.Korte,"Hermann Usener―Urlich von Wilamowitz-Moellendorff, Ein

Brief-wechsel", Die Antike Bd. 70, Ht. 2

H. R u diger,"Georges begegnung mit der Ant ike", Die Antike Bd.7O,

Ht. 2

｢新刊書目｣,哲學研究235一一

Augustinus : H.Barth, D. Freiheit d. Entscheidung i.Denken

Augustins, Basel, Helbing & Lichtenhahn

A.Darmet, Les notions de raison seminale et de puissance

obedientielle chez St. Augustin et St.Thomas d'Aquin,

Paris, Vrin

E. Hoffmann, Platonismus u. Mystik im Altetum, Heidelb., C. Winter

Plutarch : Le peri tou prosopou de Plutarque, Texte critique,

traduction et coramen taire,Paris, Belles Letters

｢新刊書目｣,哲^學研究236一一

Aristoteles : Physics, with intrd. and commentary by W.D.Ross, Oxf.,

Clarendon Press

Cassiodorus : Instituitiones divinarum et saecularium litterarum, Ed.

fr.the MSS. by R.A.B.Mynors, Oxf. Clarendon Press

Hermes Trismegistus : Hermetica, The ancient Greek and Latin

writings which con tain religious or

philosophic teachings ascribed to Hermes
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Trismegistus. ed. with translation and notes

by the late W. Scott, vol.4 ; Testimonia,

appendices and indices. completed by

A. S. Ferguson, Oxf. Clarendon Press

R.W.Livingston, Greek ideas and modern life,Oxf. Clarendon Press

Plato : R. L. Nettleship, The Theory of Education in Plato's Republic,

with an introd. by Spencer Leeson

Max Wundt, Platons Parmenides, Stuutgt, Kohlhammer

「新刊書目」,哲學研究237一一

Cyrillus Alexandrinus : Des h1. Kirchenlehres Cyrillus V. Alexandrien

ausgewahlte Schriften, aus den Griechischen

ubers. v. Bardenhewer, Mtinchen, Kosel &

Pustet

E. Gilson, The Spirit of mediaeval philosophy, tr.by A. H. C. Downes

J. Gredt, D. aristotelisch-thomistische Philosophie, Bd.2, Br., Herder

Plato : G. R. Morrow, Studies in the Platonic Epistles, with a transl. &

notes, Urba na, univ. ofIllinois

Pythagoras : L.Deubner, Bemerkungen z. Text d. Vita Pythagorae d.

Jamlichos. BerL, W. de Gruyter

Vorsokratiker, D.Fragmente u. Quellenberichte, iiber. u. eingel. W.

Capelle, Lpz., Kroner

Zeno of Elea, A texte and notes by H. D. P. Lee, Cambr., U. P.

開谷謹之助[觀念論の橋頭一英國哲學界の現状]帝國大學新聞558, 559, 560

「停年教授を語る②」(桑木銀翼教授著作)帝國大學新聞560

「アク井ナス研究」(上田辰之助著)帝國大學雜聞561

「ギリシヤ哲學研究で新文博」(廣島文理大・山本幹夫助教授「哲學に於ける

プラトン主義とアリストテレス主義との二路」)

帝國大學新聞576

海外大學の横顔・聞谷謹之助「オックスフォードー-一一胡桃の森に古典の園,理

想主義は遷る」帝國大學新聞588

大島豊「魅力ある神學一一佐野勝也氏の博士論文「使徒パウロの神秘主義」」

(ヘレニズム文化等)帝國大學新聞594

舟木重信「ニーチェの新研究一一高沖陽造氏著「ニイチエと現代精神刊帝國

大學新聞596

カレント・ブック・石原謙「山本英一氏譯[ディルタイ・世界觀の研究]」帝
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國大學新聞602

C。②山中経譯註『ギリシヤ史』(世界の歴史・第2)

松本卓夫『パウロ書翰概論』

本田浅治郎『文化的に見た西洋史』

矢部周蔵『編年質・西洋史觀』

瀬川秀雜『西洋通史』(上中下、→昭11雜訂増補)

原隨園『新義・西洋史』(現代史大系13)

平井儀平『西洋史講』

内藤智秀『史學概論』

千代田謙『西洋近世史學史序説』

原田三夫編『三百六十五日其日に因んだ、子供に聞かせる偉人の話』(6/9

「アレキサンダー大王」「アクチウムの海戦」)

野村佐一郎『世界各國史』

藤洋基一『上古・近世西洋裏面史』

クラアチ著/石川干代松・中目尚義譯『人間の歴史』

ベルンハイム著/坂口昂・小野戦二郎譯『歴史とは何ぞや』(岩波文庫)

③ベアリング/花田戦太郎譯「アレキサンダーの死」(「蝉こそ幸なれ」中)

徳重浅吉「羅馬興隆の所以を論ず」立命館三十周年記念論文集2册「文學篇」中

(参考:大塚史學會記事・春季講演會、史潮5-2

村川堅太郎「希臘史に於ける白然」)

村川堅太郎「ギリシヤ都市國家に於ける市域とその周剛一一一特に初期の状態

について」史潮5-3

トルストイ/春秋社譯「カルタゴ破壊せざるべからず」(春秋社版「トルスト

イ全集」13中)

橘忠衛「ジュウリウス・シイザア」文化2-3、7、12

(参考:三日)史學研究會例會報告、史學14- 2

島田久吉「ローマ人の都市生活」)

島田久吉「羅馬人の都市生活」史學14-2、3、4

(参考:東京帝國大學文科卒論、史學雜誌542 ・帝國大學新聞562

秀村欣二「羅馬帝政初期アレキサンドリヤに於けるギリシヤ人のユダヤ人排

斥問題考」)

(参考:史學會近事(史學會大倉記事)・西洋史部會、史潮5-2 ・史學雜誌548

秀村欣二「古代アレクサンドリヤのユダヤ人問題」

祇園寺信彦「ローマ帝國軍政史の授展とセプテミウス・セエルス」
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順一マ帝國軍政上に於けるSeptimius Severus の地位))

祇園寺信彦「皇帝Septimius Severus の出現考」西洋史研究7

(参考:西洋史読讀書會、史林20- 1

若木纒「希臘人の殖民観」)

若木纒「希臘人の殖民観」経済論叢41-2

板橋勉「雜馬古代社食に於ける奴隷制度」歴史學研究3-4

粟野頼之祐「ヅエノオン草紙文書」史學研究7-1、2、3(同氏「ヅエノン

草紙文書に現はれたる安酒事件」の掲載紙。

掲載号不明。→昭25「出土史料によるギ

リシア史の研究」参照｡)

倫敦・オブザーバー紙「吉代希臘の速記術」新青年16-3

小林行雜「ミケーネに於ける古墳の發掘ト考吉學雜誌26-9

發見と登掘「ローマ劇場登掘」(時事新雜8月2日付?)歴史公論4-10

岡田大尉「死都ポンペイに學ぶ」救世軍士官雜誌25-1

神田盾夫「「ヘレニステイック」という時代」(未発表、1976年刊・神田盾夫著

作集2中)

辰巳経世「奴隷制度と原始キリスト教」唯物論研究27

メーソン「ローマが滅び日本が亡びぬ譯」教育週報549

稲垣了俊「宗教傅播に於ける地理的制約一基督教を中心として觀たる」(雜

馬時代)(新)宗教研究12-6

①太田廣「昨年に於ける史學界展望 西洋史學界ト史潮5-1

書評「三浦藤作「國史中心統合世界全史」」教育週報504

書評「大類伸「西洋史新講」]史學雜誌544

書評「内藤智秀「西洋史概説」」史學雜誌544

書評・近出金次「内藤智秀「西洋史概説」」史學14- 1

後藤未雜「ヴォルテールの史學的業績」史學14-3

務毫理作「ヘーゲル歴史哲學に於ける精神的世界の構造」哲學論叢2

内外傅記資料紹介「ミリヤム・アリイ著「クレオパトル」(Miriam Harry)」傅

記5月琥

紹介・平塚博「A. Brackmann f獨逸皇帝時代の國家政策に対する「ローマ復

活思想」の意義」西洋史研究7

森脇貞二「雜馬史論」(マキャヅエリ)西洋史研究8

紹介・祇園寺信彦「E111ngerrマキャヴェリの國家理論に於ける資料としての

古代」」西洋史研究8
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書評「原隨園博士著「新義・西洋史」」京都帝國大學新聞227 (8/6)

新刊「内藤智秀「西洋史概説」」文化2-1

學界消息「クナウルの新世界史」文化2-2

新刊「Knaurs Weltgeschichte, 1935」文化2-4

新刊「原註園「新義・西洋史」」文化2-8

新刊「原隨園「新義・西洋史丿史苑9-2

紹介「大類伸「西洋史新講」」史林20- 1

紹介「「勺藤智秀「西洋史概説」」史林20- 1

(参考:西洋史讀書會,史林20- 1

井上智勇「古代ローマ史研究法の近況」)

金子光介「ドイツに於けるギリシヤ愛護主義の運動に就いて」史林20-2

鈴木成高「封建時代の起源と本質」史林20-2,4

紹介「原隨園「新義・西洋史」」史林20-2

紹介「The Cambridge Ancient History.vol.χ,The Augustan Empire 封 B.(ン

A.D.70I史林20-2

(参考:西洋史讀書會,史林20-2

仲野傭壽治「W.E.Heitland.The Roman Republic 」)

紹介「Wilheim Hoffmann,Rom und die griechische Welt im Jahrhundert

(Philolosus, Supplementband XVII, Heft 2)史林20べ

讃井鏝男「十九世紀猫逸史學史のべ駒-一一所謂「プロシヤ派」に關する一考

察」史淵10

伊豆公夫「日本史學史」歴史科學4-5, 6, 7, 8

書評・(定金)「M. Rostonzeff, Excavation at Dura-Euiropos」史觀8

(参考:會報「東洋・西洋史全會」(75教室八史觀8

(校友)十河祐貞君「ヘルテルの人文主義について」)

エルヴィン・セーレ「ヘルテルと三教養世界」エルンテ7ぺ

吉田學「ヘルテルについて」(オイケン,キューネマン等)エルンテ7-4

千代田謙「ヘルテル,シュレーゲル,ヘーゲルの世界史相」史學研究6-2

書評・渡漫鼎「F. B. Marsh, A History of Roman World from 164 t0 30 B. C.。

1934」史學研究7-1

書評・渡漫鼎「Greenidge & Clay, Sources for Roman History B. C. 133 70」

史學研究7-1

向井章「ギュスタアヅ・グロッツ教授逝く」出目高商雜誌6-3

書評・有賀銭太郎「石原謙「基督教史」」基督教研究12-2

田逡元「クォ・ワヂス」文藝春秋4月號
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若園隆夫「フムボルト研究」教育心理研究3月號

森田鍬次「明治前期に於ける教育の發達と國史(二二)」(ダニール萬國史、パー

レー萬國史、スウィントン萬國史、ウィルソン萬

國史、ギゾー欧洲文明史、バックル文町史、ギリ

シヤ・ローマ史史學理論等)満緻教育たより14

堀江斎太郎「新聞記者判別式」(クレオパトラ、アレキサンダー等)現代新聞

批判31

新刊「石原謙「基督教史」」(新)宗教研究12- 1

新刊「」.Hackin、L'Oeuvre de Delegation Archeologique Francaise et

Afghanistan (1922-33) 1933」(新)宗教研究12ぺ

辰巳経世汀古代社會論」批判」歴史科學4-5

「雜誌要目」、哲學研究226

F. Frahm, "Neue Wege zur Textkritik von Tacitus'Germania"、

Hermes Bd. 69､Ht.4

F雜誌要目」、哲學研究23卜一一一一

A. Boethius､"Das Rom d. Caesaren"､Die Antike Bd. n､Ht.2

｢雜誌要目｣、哲學研究234

F. Matz,"Die Kretisch-mykenische Kunst, Form und Entwickl皿g"

｢新刊書目｣、哲學研究235

E.Meyer, Grundziiung d. Gesch. d. rom. Kaizerzeit, Vortr., Zurich,

Leemann

「雜誌要目」,哲學研究237

M.Gelzer, "Die Glaubwiirdigkeit der bei Livius iiberlieferten

Senatsbeschliisse iiber romische Truppenaufgebote",

Hermes Bd.7O, Ht.3

原種行「原隨園博士著「新義・西洋史」」帝國大學新聞580

カレント・ブックヽ大類伸「フリーデル・近世文化史」帝國大學新聞602

山中譲二[思想と事賓一西洋近世史學史序説](千代田謙著)」帝國大學雜

聞605

D.①ホメーロス作∠土井晩翠譯rオヂュッセーア』(第1-6巻,手稿本)

編輯部選「ソフォクレス「アンチゴーネ」」(解説)むらさき11月號

こども室「家庭イソップ」家庭5-1, 2, 3, 4, 5

②ベアリング作/花田銭太郎譯『蝉こそ幸なれ』([希臘の壷])

森山啓r文學論j(「ギリシヤ藝術の魅力について」)
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隈部逸人詳r希膿の風j(伊太利亜譯詩集)

永井一夫『學名中心雜典語法丿

若目田武次撰『ラテン語階悌』

立花國三郎『ラテン文法』

山崎謙『解鐸學概論|(第一章「解鐸學の歴史」第三章二節F解鐸と古典主義」

F古典とアカデミー丿

輿水賓r言語哲學j(第1部E言語哲學の歴史))

大西昇『美學及藝術史』

石躍信夫『ダンテの詩』

ニーチエ著/生田長江譯『悲劇の出生』([ニーチエ全集]第1巻)

ニーチエ著/野中正夫譯『悲劇の誕生』

ニーチヱ著/新關良三解脱・註鐸『音楽の精神からの悲劇の誕生丿

本間久雜『明治文學史』(仏経國美談レ西周等,日本文學全史10)

柳田泉r政治小説研究』ぐ上中下,[経國美談]→昭14)

柳田泉『明治初期の願譯文學』(明治文學叢書〉

ヂオーヂ・メレディス著/相良徳三譯r喜劇論j(岩波文庫)

世界音楽社編r音楽史』(初等音楽講座幻

乙骨三郎『西洋音楽史』

門馬直衛『西洋音楽史-~古代から第18世紀までj

ダンテ作/黒田正利譯r神曲Jぐ大思想家文庫7』

奥津彦重『ゲーテj(序論)

クローチエ著/早乙女龍雄譯『ゲーテJ

T・マン著/阿部六郎譯rゲエテ』

ヘルデルリーン作/陶山務譯『思索するヒュペリオン』

ディルタイ著/服部正巳譯F腰験と文學J

ラスキン著/石肝憲次・照山正順譯『胡麻と百合Jぐ岩波文庫』

ラスキン著/本間立也譯r胡麻と百合』(春秋文庫)

A.モーロワ著/木村設譯『バイロン』

高沖陽造『欧洲文藝の歴史的展望一一-ダンテからゴーリキーまで』

③モーパッサン/秋田滋譯「羅匈異聞」げモーパッサン傑作短編集」1中)

小林市太郎[吉代及び中世の西洋美術に對する東方の影響に就て]哲學研究

233, 234, 237

上田忠雜「イソプ考」ｲ言濃教育589

所勇「イソップ寓話と小學校國語讃本」學習研究3,4月號

浅田勇「國外類型二つ」(イソップ寓話)昔話研究1-4
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シェリング/松下武雄譯F藷術哲學」コギト32, 37, 38, 39

松下武雜「作家に於ける優験の問題」コギト38

新關良三「占^代希臘の喜劇論」アルス11月號

土居光知Fプロメテウス劇の研究」英文學研究3

岡本貫螢[アフガニスタンの佛教藝術]歴史公論4-11

蘆谷重常「世界童話史」(日本童話協會編[童話史](總合童話大講座)中)

藤島亥次郎「修理されたるパルテノン」建築雜誌597

蘆滞常三「ギリシヤ藝術について」文學評論2-5

番匠谷英･-「「カレーの市民」と「アンチゴネー」」むらさき5月號

グリルパルツェル[サッフォー]むらさき9月號

中村星湖「孔子・ホーマー・釣」雜辯7月號

田盾夫「ヘレニスティク時代文學の概観」ギリシヤ語聖書研究2-6

田盾夫「ヘレニスト時代ギリシア語」(小倉進午編(藤岡博士功績記念・言

語學論文集丿中)

重久篤太郎「西洋語と國譜」明治書院版・國語科學講座12

①渡漫千枝「キーツ[ギリシヤ古甕の賦J Ode On a Grecian uru]文部省圖書館

講習所學友會●學友會雜誌5

紹介「A. Shewan, Homeric Essays, 1935」史林20-4

永見達[ラオコオン群像]詩精神2-3

アンドレイヽガボル[良きゲーテ全集](小説)進歩5月號

トーマス・マン「ゲーテとトルストイ(二)」會社5月號

島崎藤村「ゲーテ全集を薦むるの辭」東京朝日雜聞6 /28

生田長江「ニイチエとゲエテ及び劇的なものト東京朝日新聞12/27, 28, 29。

30, 31

相良守峯「古典主義時fし一一ゲーテ及びシルレル」むらさき3月號

永松譲「ファウスト的生の感情」エルンテ7ぺ

菊池粂一[ゲーテとシルレルの文通]エルンテ7-4

佐藤熊次郎[フンボルトの言語形式と國語教育]教育週報2,4,5月琥

石中象治「ゲーテの言葉」月刊・掲逸語ゼミナール4,5月號

竹内英之助「ゲーテ及びシェリングの著作に現はれたる普遍的精神」獨逸文學6

T.E.ヒューム/小川和夫譯「ベルグソンの藝術理論」生活1(創刊號)

輿水賓「文献學と解祥一學」(近代ドイツ,ヴォルフ,ベーク,ドロイゼン,リ

ッチュル等)コトバ5-1, 2, 3

輿水實「ベーコンの言語観一ニーチェ批判のための一試論」社會4-6

學界消息[ヴルフリーン記念論文集]文化2 -12
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新刊「高沖陽造「欧洲文藝の歴史的展望」」文學評論2-3

新研究論文抄・T.NAKAN1SHIrTourneurのImagery - SAMSON

AGNISTESに於ける希臘精神」アルビオン3-3

浅香正孝「ShelleyとGodwin」(プラトン)アルビオン3べ

深瀬基寛「アーノルドの文學論」(矢野峰人著)アルビオン3-4

高橋久「Browingの“Aristophanes' Apology"」アルビオン3-5

矢野禾積「アーノルドの文學論」毫北帝國大學文政學部一文學部研究年報2

細井次郎「アーノルドとニューマン」カトリック15-11, 12

柳田泉「佳人之奇遇」國語と國文學10月號

兄童讀物研究會審査會推薦圖書「イソップ物語」満銭教育たより7

米原穣「文學研究方法の近情一一褐逸文學の展開に關するノート」國民文化

1-2

「雜誌要目」,哲學研究226

F. Solmsen,"Euripides' Ion ini Verleich mit andern Tragodien",

Hermes Bd. 69, Ht. 4

R.Keydell,"Zwei Stiicke griechisch- a gyptischer Poesie", Hermes Bd.

69, Ht. 4

｢新刊書目｣、哲學研究227

Aeschylus : W.Nestle, Menschl. Existenz u. polit.Erziehung in d.

Tragodie d. Aeschylos, Stutt., Kohlhammer

｢雜誌要目｣、哲學研究228

H.Herrmann, "Forderungen musischer Erziehung bei Schiller und

Plato", Zeitschrift fur Aethetik und Allegemene

Kunstwisseschaft Bd. 29, Ht. 1

O.Weinreich,下ranz Schuberts Antikenlieder", Deutsche

Viertejahrsschaft fur Lite raturwissenschaft und

Geistesgeschichte, Jahrg.l3, Ht.l

Die Antik. Bd.11,Ht.1:

K. A. Neugebauer,"Die Athena Elgin"

F. Klinger, "Das erste pythische Gedicht Pindars"

｢新刊書日｣、哲學研究230

A. M. Franklin, Le monde homerique, Essai de profophilos. grecque,

Paris, Vrin

「雜誌要目｣,哲學研究231-
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W. H. Friedrich,"Zur Aulischen Iphigenie", Hermes Bd. 70, Ht. 1

[新刊書目]、哲學研究233

Winckelmann : K.Kraus, Winckelmann u. Homer, mit Benutzg. d.

Hamburger Homer-Ausschreibgn.

Winckelmanns, Berl.,Junker u. Dunnh

「雜誌要目」,哲學研究234

W.Schadewaldt,"Homerische Szenen,! : Hektor und Andromache

Die Antike Bd. ll,Ht.2

｢雜刊書目｣、哲學研究235

U. V.Wilamowitz-Moellendorff, Kleine Schriften,In6Bden,Bd. 1,

Berl.,Weidemann Th.Mommsen, Th. u.Wilamowitz-Moellendorff :

Briefwechsel,1872-1903,Berl.,Weidemann

｢新刊書日｣、哲學研究237

｢雜誌要剛

290-

F. A. Wolf, Ein Leben in Briefen, Sammelung besorgt u. erlautert

durch S.Reiter, 3 Bde. Stuutgt･, Metzler

K. Deichgraber, "Die Kadmos-Teiresiasszene in Euripides'Bachen",

Hermes Bd.7O,Ht.3

J.Wilheim,"Das Griechentum in der franzosischenLiteraturder

Gegenwart", Deutsc he Vierteljahrsschriftfur

Literaturwissenschaf皿d Geistesgeschichte,Bd. 13,Ht.4

「濱田(耕作)講師の美術史開講」(「ギリシヤ・アセンズのアクロポリスと其

の美術」)帝國大學新聞560

内山孝一「ヅエザリウスとルネッサンス」帝國大學新聞560

芳賀檀「勝利と悲劇と(5) ドイツ」(ギリシヤ悲劇,ニーチェ等)帝國大

學新聞563

木村毅「柳田泉氏著「明治初期の鍛譯文學」」帝國大學新聞563

通信指導「欧洲語學研究・エウローパイオンー-一英獨佛希雜初中高等科」帝

國大學新聞567, 585

渡漫一夫「モンテーニュの幄臭」帝國人學新聞577

新開良三「シルレルの或る日」帝國大學新聞578

深田久彌「ゲーテのプレイ」帝國大學新聞597

竹山道雜「褐文學研究に一つの喜び一奥津彦重氏「ゲーテ序論」」帝國大學

新聞600



カレント・ブック,帝國大學新聞602

-大塚金之助「レッシング」,辰野隆「関根秀雜氏譯「モンテーニュ・隨

想録」

E.①矢田一男譯「ガーイウス断片(PO. No. 2108及PIS. No. 1182)邦譯」法學新報

45-1

船田享二譯「ユスチニアヌス帝學説彙纂第九巻邦譯」法學新報45- 6 ,7,8。

10, 11, 12

②久保勉『プラトン・國家論』(大思想文庫1)

コヴァレフ著/西村雜三譯『古代社會論丿

高谷道男『基督教経済文化史』

大野信三『経済學史綱要』(第1編1章「古代及び中世の経済思想」)

ゴムベルク著/岡田誠一譯『批判的勘定學説史』?

デート&リスト著/古屋美貞譯註r経済思想史』(上)

佐伯三郎『世界商業史綱要』

杉田金之助『羅馬法』(三版)

戸倉廣『獨逸に於ける羅馬法の績受』?

戸倉廣r羅馬法制史概論一近代法に於ける羅馬思想の潮流』

原田慶吉『羅馬法制史序説』

原田慶吉『雜馬私法綱要』(總則,再版)

武市春男著・平田央閲『法學通論』(第三部「法律史」)

石川三四郎『不盡想望』(第13「コスモスの市民」第14「コスモポリトの使命」)

河合螢治郎『社會思想家評傅』(トマス・ヒル・グリーン等)

帝國大學新聞社出版部編『法學隨想・文化と大學』

③伊藤政寛「アテネのデモクラシー」法學研究(慶礁大學) 14- 1

上原専縁「西洋古代及中世経済史」東京商秤大平一橋雜間部編「経済學研究の

栞」中

田中耕太郎「自然法と世界法」廓清25-3

金子武蔵「ピュシスとノモス」哲學雜誌585, 586

金子武蔵「ポイエシスー歴史的社會的現實」思想163

石本雅男「羅馬に於けるSocietasの概念とその機能」法と経済3-2, 3

石本雅男「Collegiumに於ける法人格の研究」法と経済4-3

ヨハネス・クラウス[羅馬法とゲルマン法、その特徴的差異に就て]カトリッ

ク15- 5

高橋清吾「ギリシヤ初期に於ける組織的政治思想」早稲田政治経済學雜誌39
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禰津正志Fクリート高ゴルチナの刻石法典」法律時報7-1

資料「昭和十年三月施行、東京、京都、東北、九州各帝大法學部法文學部試験

問題」、法律時報7-5

-・政治學史:東北(佐藤教授)科一[アリストートルの國家観を論述すべ

し]學一「アリストートルの意義に於けるthe citizen 及び

the cityを説明すべしJ

・雜馬法:東大(原田助教授)1.「儒帝法に於ける融合整理現象」2.

「Comraodat um stipulatioemptio uenditiomutuum depostium

は如何なる種類のContractusに属すか」

京大(田中教授)/二問選揮1.F方式書訴訟手績j 2. 「ロー

マの取得時効制/ negotium bonae tideistipulatio」

九大(武藤教授)1.「ユスチニアーヌス法典の内容を以てビ

ザンチン法なりと鶏すの所説を論評すべし」2.「左の略解を

求む。(1) nemo pro parte testatus､ pro parte intestatus

decedere potest (2) Leges χII Tabularum Jconstitutio

Antoniniana (212) ;mancipatio Imat rimonium cummanu

Jcontractusconsensu 」

柚木馨「按察官訴権論」法學論叢32-2

田中周友[宵代ギリシヤ法に於ける物権公示制度]法學論叢32-2

田中周友「ギリシヤ法に於ける育主瑕疵担保責任」法學論叢32-4

(参考:史學會近事(史學會大會記事)西洋史部會、史學雜誌548

武藤智雜「東羅%か西羅明か一特に羅罵法の進化に闘して」)

原田慶吉「パピルス研究四題」法學協會雜誌53-11

船田享二「カエサルの褐裁政の形式」公法雜誌1-8

山口正大郎「経済思想史」(竹島常三郎外三名編「山口正太郎教授遺稿」中)

①典籍往来・淵定「プリングスハイム「羅馬法律學の爛熟と終末」」法と経済3-3

典籍往來・石本雅男「カロルスフェルド「法律解禅學に對する法制史的研究の

意義」」法と経済4-6

武藤智雄「第･一一回國際羅馬法學會けCONGRESSO INTERNATIONALE DI

DIRITTO ROMAN0､ Bologna-Roma､17 ・27/IV/1933)]法政研究

5-2

田中周友「「ローマ法大全」(Corpus IurisCivilis)其他の雜なる英譯」法學論

叢33-6

峯村光郎「三谷隆正「法律哲學原理」」法學研究14- 1
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木村亀二「三谷隆正F法律哲學原理」」國家學會雑誌49-3

新刊批評・牧野英一「田中教授の「世界法の理論」(三巻)」法律時報7-1

新刊「牧野英一「法律に於ける倫理と技術」」法律時報7-2

牧野英一「急如律令・(3)(8)(10)」(モンテスキュー,ローマ法等)法律時雜

7-3,8,10

小野清一郎「三谷隆正教授の「法律哲學」」法律時報7-4

新刊批評・竹村文一「牧野教授の「法律に於ける倫理と技術」」(「グローチウ

スに於ける神と自然法」)法律時報7-6

高柳賢三「ウイグモア先生について一人格と學識と事業」法律時報7-6

新刊紹介「戸倉廣「雜馬法制史概論」」法律時報7-7

書評・淵定「戸倉廣「獨逸に於ける羅馬法継受」」法律時報7-10

和田小次郎「自然法學派に就て」(グロチウス等)早稲田法學14

淵定「ザヰニーの民族精神について」公法雜誌8

寺田四郎「欧洲大法曹の面影(續)」法學新報45- 1 , 3, 5

海外法律事情・矢田‥一男「故キュック先生」(ローマ法)法學新報45-9

紹介[戸倉廣「羅馬法制史概説丿史林20-4

紹介・杉出直治郎「田中耕太郎著「世界法の理論」の梗概」法學協會雜誌53-2

紹介・小野清一郎「ヘーゲル主義的法律哲學の基礎づけ」法學協會雜誌53-9

紹介・後藤清「ラレンツ「民族精神と法」」法律論叢14-5 ・ 6(合)

大島豊「現代フランス法學に於けるトマス説」法律論叢14-12

中館昌行「二つの「経済學史」」?會社5月號

相川春喜「奴隷制的構造とコヴァレフの見解-「古代社會論」の検討」経

済評論2-4

不破祐俊Fモンテスキューの社會學的思想ト商業と経済(長崎高商研究會)

16- 1

上田辰之助「スコラ経済思想における秩序と進歩」経済學論集5-8

書評「Kurt Singer, Staat und Wirtschaft in Griechenland」経済學論集5 -12

河原政勝「國際法の基礎問題とトマス・アクイナス」同志社創立六十周年記念

論文集中

大岩誠「「ペルシヤ人への手紙」についての一試論」立命館三十五周年記念論

文集(法経篇)中

「新刊書目」,哲學研究234

Plato & Hegel : M. B. Foster, The political philosophies of Plato and

Hegel, Oχf.Clarendon Press

「雜誌要目」,哲學研究237-一一一一
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L e vy一Bruhl, "Une e nigme de l'anjcien droit roman", Annales

Sociologique, S e rie C, Fasc.l

「最近の経済史學界」経済史研究14- 1

J.Hashagen, Ueber die weltgeschichtliche Betrachtung der antiken

Staats-u. Sozialle hren, '35

「最近の経済史學界」経済史研究14- 6

E. Eyre, European Civilization ; its origin and development, vol. 2, 3, '35

「アンドレアデスを悼む」(「希臘財政史」)経済史研究14- 6

新刊「河合祭治郎「社會思想家評傅」」経済往來10- 9

宮下孝吉「濫腸期の「経済史」と啓蒙思想」國民経済雜誌59-5

横田保之助「註経書・イェーリング「権利の鶏の闘争」」月刊・獨逸語セミナー

ル 1, 2, 3, 4, 5月號

東大回書館蔵書巡噌「ユゴー・グロチウス全果」帝國大學新聞574

高柳賢三「ウイグモア先生の人格と業績」(比較法律史,メーン,クーランジュ

等) 帝國大學新聞575

F.②大村雜治『藥學醤學ラテン語教科書』

杉井善雜・清水藤太郎『藥學ラテン語』

森優・小林祭三郎『解剖學名ヲ中心トセル醤學生ノ「ラテン」語法』

木良吉『洋裁必携・西洋衣服の變遷』(染織叢書18,第2編「上吉期」第4「ク

リートの服装」第5「ギリシヤの服装」

第6「ローマの服装」)

小林商店編『歯磨の歴史』

今村嘉雜『豊育概史』

小倉金之助『叡學史研究』(第1輯第1部「世界叡學史の展望」)

石井友幸・石原辰郎『生物學』(「アリストートルその他の生命觀」)

佐藤昌介・稲田昌植『世界農業史論』

竹内時男r科學精神講話』(第2講FフィジカのアリストテレスJ第3講「ユ

ーリカのアルキメデス」)

大島饌治『新理科教育概論』(第五章一「古代科學及科學教育」)

①岩波講座「敷學」9中

河野伊三郎F数學思想史管見」

田漫元「数學と哲學との關係」

森正俊「羅馬数字の起源」英語青年72-10

上林蝿四郎「ギリシヤ幾何學に於ける五大数學者一一中等學校編・数學教材

資料」師範大學講座●敷學教育10
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ソルムゼン/長渾信壽譯「敷學的方法の構成に及ぼせるプラトーンの影響」哲

學研究236

(参考:會報「西洋史部會」(:丈學部研究室),史觀8

(學生)平田寛君「イオニヤ學派を中心とせる幾何學の發生」)

北野藤治郎「算術映画「ピタゴラスの定理」について」算斂教育149

田漫元「古代哲學の質料概念と現代物理學一一自然辯護法への一着眼點」思

想161

岡邦雜「自然科學史講座」(ギリシア・ローマ)歴史科學4-1, 2

定金右源二「期待される1940年一一一一オリムピックの今昔」稲工會雜誌22

平沼良「婦人と吉代オリムピヤ競技」豊育と競技14- 1

鈴木良徳「オリムピック主義の再検討」暦育と競技14-11, 12

①新刊・桑木成雜「岡邦雜「自然科學史講話」を讀む」唯物論研究36

岡・曾田「自然科學史文献」唯物論研究36, 38

新刊「岡邦雄「自然科學史講話(上)」努働雜誌1-6

兄童讀物研究會審査會推薦圖書「時計の話」(王城肇譯)涵餓教育たより14

太田正雜「最近一年間の皮膚科學界瞥見」(エラスムスの病気等)臨床の日本

4-38

「雜刊書目」,哲學研究226

O. Neugebauer, Vorlesung u .Geschichte der antiken mathematischen

Wissenschaf ten .Bd.I,Bin.,J.Springer

｢雜刊書目｣、哲學研究227

Galemus : In Platonis Timaeum comment.fragmenta Coll., dispos.,

expl.II. 0. Schreder. Append, arab. add. P.Kahle. Lpz. u.

Berl.,Teubner

G. Jung, "Das Fragment der lateinischen Uebersetzung des Pappus-

Kommentars zum 10 Buche Euklids", in Quellen und Studien

zur Geschichte der Mathematik

｢新刊書目｣、哲學研究235

Aristoteles : G.Strohm, Unters. z. Entwicklgsgesch. d. Aristotel.

Meteorologie. Lpz., Dieterich

高村英夫「岡邦雜氏「自然科學史講話」」帝國大學雜聞597

カレント・フッター菅井準一一一「A. Wolf, A History of Science, Technology and

Philosophy in the 16th & 17th Centuries」帝國

大學新聞602
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南方熊楠「蓮の花開く音を罷くこと」(古ローマ人等)ドルメン4」

G.篠原助市編r教育辭典』

篠原助市編口h･D教育辭典J

C.D.S､マウソン著/大江専一譯『世界固有名詞辭典』

中央公論社版・吉江喬松編『世界文藝大辭典』(全7巻、第7巻[文學史]一

昭11)

相良守峯「交藝百般の指標---「世界文藝大辭典」」帝國大學新聞604

小林房太郎編『世界地名大辭典』(全4巻)

新刊[法律學辭典](第一巻)法律時報7-2

新刊「法律學辭典」(第二巻)法律時報7-9

三省堂編輯所編『三省堂英和大辞典J(再版)

藤岡勝二編『大英和辭典』(第1、2巻。15版)

昭11 (1936)

A.ゲーテ/竹山道雄譯「羅馬哀歌」(改造社版[ゲーテ全集]1中)

ゲーテ/相良守峯譯「第二次羅馬滞在」(改造社版「ゲーテ全集」8中)

ゲーテ著/相良守峯譯『伊太利紀行』(改造社版「ゲーテ全集」17,18)

ゲーテ/谷川徹三譯「古代と近代」(改造社版「ゲーテ全集」24中)

馬場久治rゲーテと伊太利』

書評・小牧健夫「馬場久治著「ゲーテと伊太利利九州帝國大學新聞12/ 7(一昭

17(影ぼかU中)

恒藤恭『人間がこれまでして來た事』(日本少年國民文庫1)

新刊「恒藤恭著「人間はどれだけの事をして來たか」」現代雜聞批判71

岡田正三[東洋古典と希臘古典]理想64

理想69中一

羽渓了諦「希臘文化と東洋文化の交渉」

樺俊雜「吉代ギリシアに於ける諸學」

白根孝之「ヘレニズムとヘブライズム」

田中館秀三「ギリシヤの島々をめぐる」地理學4-8

嘉治瑠璃子Fパルナソス](紀行)創造6

横光利一F欧洲の旅(二)(三)」東京日々新聞8/8,9

(参考:彙報「倫理學讀書會」,哲學研究238

川村喜久治君「和辻哲郎著「風土」に就いて」)

新刊・王生道経F和辻哲郎「風土山民族學研究2

新刊「和辻哲郎「風土」」文化3-4
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彙報「映画「永遠のギリシヤ」公開」(講演)文化3-8

一大類伸「ギリシヤの歴史について」

石原謙「ギリシヤの風物」

田中館秀三「ギリシヤの地理」

三浦雜七「古代希臘を語る」一橋新聞233

「セベリ(雜馬大學)教授講演要旨」(「伊太利文化」)帝國大學新聞611

「シュペングレル逝く」帝國大學新聞625

カレント・ブック・佐々木達「和辻哲郎「風土」」帝國大學新聞649

芳賀檀「ナチス批判統制と文化の生理學」(ゲーテ、ヘルデルリン、ヘーゲル。

ニーチェ、ヘルダー等)帝國大學新聞651

名取廣作[ローマの萬都]月刊・賓践國語教育2月號

安倍能成「雜馬散策」口本評論11- 1

亀井勝一郎「伊太利への旅----ゲーテ第二章」日本浪漫派2-7、10、11

亀井勝一郎「雜馬における武者小路實篤」日本浪漫派2-12

前田河廣一郎「H.G.ウェルズ傅」改造11月號

海外すなっぷ「シュペングラアの死」文藝通信4-6

エミイル・ファゲ著/石川湧譯『讀書術』(→昭15春秋払感想選書)

(参考:京北帝大哲學科講義題目、京北帝國大學文政學部・哲學科研究年報3

哲學概論(二)(岡野八西洋哲學史概説(淡野)、西洋吉代中世哲學史

(二こ)(淡野)、講讀及演習(Aristoteles､Metaphysica trs. by W. D. Ross、

岡野)、心理學概論(飯沼)、教育學概論(伊藤)、教育史概説(福島))

(参考:昭和卜-年度大谷大學學部開講學科目及講義題目、大谷學報17-2

西洋哲學:近世西洋哲學史(朝永)、形而上學(鈴木八演習(Hegel; Wis-

senschaft der Logik I、鈴木八講讀(Hegel; Grundlinen der Philosophie

des Rechts、西谷)倫理學:講讀(Green; Proregomena to Ethics、立花)、

教育學:教育學概論(阿部)、宗教學:宗教學概論(阿部)

他:第十七八世紀の「ヨーロッパ」(時野谷)、ルネサンスの文化(啓見)、

言語學概論(亀田))

(参考:昭和十一年度東京帝國大學文學部史學關係講義題目、史學雜誌558

史學概論(今井ト西洋史學概説([1]中)中世初期政治史(山中)Polisノ成

立(村川)西洋史學演習(村川)十九世紀の哲學(伊藤)西洋哲學史概説

(出、伊藤「西洋倫理學史概説(長尾)宗教史概説(宇野)教育史概説

(大渾)西洋美術ノ特殊問題(古代及近世、兄島)英文學史(斎藤)第十

八世紀獨逸戯曲史(新關)等)
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B。②ジイド作/河上徹太郎譯『鎖を離れたプロメテ』(岩波文庫)

ディルタイ著/白根孝之譯『教育史・教育學概論』

石山脩平『西洋教育史』(上)

大[]本學術協會編『西洋教育史』

佐藤慶二『新哲學概論』(第1編3章「哲學の概念」)

M.ケラー著/神代峻通譯『學としての倫理學』

高橋敬視『倫理學原論』

ウィンデルバント著/陶山務譯『プレルウディエン』(上下、哲學名著叢書13。

14)

斎藤胸『哲學概論』?

樺俊雜『哲學史捏要』

未松謙澄『希臘古代理學一斑』(日本哲學全書第6)

ツェラー著/白根孝之譯『西洋古代哲學史』2册(附・註憚)

古在由重『古代哲學史』(唯物論全書25、のち「初期唯物論の形成」と改題)

岩崎勉『人間観と世界觀』(11「アリストテレスに於ける存在論の課題」)

桑木服翼『哲學及哲學史研究』(「アリストテレスの判断論」)

後藤孝弟『ヽノクラテス』(西哲叢書1)

長渾信壽『プラトン』(西哲叢書2)

鶴見祐輔『讀書三昧』(「プレートーの↑喪はるる宵」)

室伏高信『青年の書』(「プラトニック・ラブ」)

山本光雜『ギリシア哲學者列傅』

山本幹夫『哲學盟系構成の二途-プローティーノス解程試論』

久保勉『プラトン』(大教育家文庫9)

波多野完治『ギイヨウ』(大教育家文庫24)

山谷省吾『パウロの神學』

小島城彦『世界創造と哲學的序曲』

清水義樹r基督教と哲學』

モンテーニュ著/間根秀雜譯『隨想録』(附・西田幾多郎「推薦の辭」附)

レイバアン著/陶山務譯『ヘエゲル哲學概説』

甘粕石介『ヘーゲル哲學への道』(再販)

ニイチエ著/生田長江譯「新譯決定版「ニイチエ全集」」中

第2冊一一『季節はずれの考察』

第12册-『書簡及び索引・項目別頁付(附録・ニイチエ評傅)』

ニーチエ著/小栗孝則譯『この人を見よ』(改造文庫137)

ニーチエ著/登張竹風譯『夜の歌』(山本文庫26)
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立滓剛『ニイチエ・ツァラトストラ』(大思想文庫25)

伊福吉部隆『ニイチエ愛と知慧の書』(→昭12「ニイチエ・人生哲學」と改題)

土井虎賀壽『[ツァラトーストラ]羞恥・同情・運命』

ベルグソン著/平山高次譯『道徳・宗教の二源泉』

吉岡修一郎『ベルグソンと科學的精神』

坂田 男『ベルグソン創造の哲學』

マルクス・エングルス・レーニン研究會編/廣島定吉譯『カール・マルクス年

譜』

桧原宏(古在由重)『唯物論通史』(第1部10節「ラング「唯物論史」への方法的

批判],のち「唯物論と唯物論史」と改題)

③祠富粂次郎「プラトンの「パイディア」」文化(東北帝國大學文學部)3-12

祠富粂次郎「プラトンの音楽及び殼操教育説」廣島文理大編・教育科學4

柳田謙十郎「知と行」毫北帝大哲學科年報・第3輯(→昭23「弁証法は世界の

倫理」に収録)

土井虎賀壽「ヘラクレイトスの人間解鐸」(雜)宗教研究13- 1 ,2

廣瀬文豪「西洋哲學に於ける神の観念」哲學改造70

野上弼生子譯「人間が花や樹木や島になった話」婦人之友30-6

原隨園「幸福の島」歴史教育11-1

仁戸田六三郎「神と神々の序説JPhilosophia(哲學年誌)9

星野重顧[プラトンに於ける魂の不滅]哲學(三田哲學會)15

松本正夫「主語論理の研究」哲學(三田哲學會)15

前田越嶺「七木力學説批判」哲學(三田哲學會)16

佐野一彦「ギリシヤの自然哲學における「うつりゆき」(六世紀)」國民経潜雜

誌60-1

頼阿佐夫「エピクロス」(唯物論者評傅)唯物論研究45

小田清「プラトンの倫理學的方法」道徳教育5-2

副島民雜「プラトンに於ける理論と貪践」教育論叢35-4

エレーヌ・ア・ヅヅラ夫人/三枝茂智譯「希臘に於ける兄童の友愛」教育論叢

35-4

副島民雜「プラトンに於ける綜合」哲學雜誌588

出隆「アリストテレスの存在學と神學」哲學雜誌589

マクス・ヴント/副島民雜譯「M. Wundt, PlatonsParmenides」哲學雜誌591

理想62中一一一一

岩崎勉「哲學に於ける方法の問題」

葉上照澄「希臘道徳思想史より見たるソクラテス」
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理想64巾

後藤末雜「欧洲思想と東洋思想との関係丿

岡田正三「東洋古典と希臘古典」

後藤敏衛「哲學の創造と人間社會」理想66

理想69中

出隆「理論とソクラテス」

田中美知太郎「プラトン「イデア説」の山來」

岩崎勉「アリストテレスに於ける物心闘係の問題-一一プデ・アニマ」

を中心として」

楢富粂次郎「プロティノスにおけるｰ‥-者の觀照」

小塚新一郎「ヽノクラテスを憶ふ」

(参考:京都帝國大學文科卒論、哲學研究239

煩田道雜「プラトンに於けるイデヤ論に就いて」)

藤井義夫[アリストテレスに於ける認識論的思想の発展]哲學研究241

樺俊雜「アリストテレスの神に就いて」大崎學報89

岡旺正三「プラトン直航船」京都帝國大學新聞252 (10/20)

タルト・シンガーFプラトンの顔」思想167

和辻哲郎「ヒューマニズムの希臘的形態-ソクラテスに於けるポリス的人

間の倫理學レ思想173

吉浦義彦「プロネシス一-一賓践理性の性格レ思想167

(参考:廣島文理大學卒論、教育學研究5-2

早川忠雜「プラトンの國家教育論-一一一一一一ﾎﾟﾘﾃｨｱを中心として」)

ベルンハルト/大石峯雜譯「吉代希臘に於ける形而上學と身暦の形態理想」教

育學研究5-7

口)「古人に聴く一一ｾﾞﾉ等」ときのこゑ962

吉渾溶「アポロジイ篇を通じて見たるソクラテスの道徳的確信に就て」慶忠義

塾保科會誌16

佐藤山巳夫「ギリシヤ神話」第二早稲田高等學院・學友會雜誌14-3

文検參考・越出信吉F昭和十一年度保備試験問題解答(5)一一Fプラトーン

の教育思想を概説せよ」」教育論叢36一1

瀬川三郎「ギリシヤで見た學校」帝國教育683

「文検教育科の短期組織的研究」(第4章[西洋教育史の基本的研究])文検世

界●4月臨時大特集號

[西洋教育史](第1章「希臘の教育」第2章「羅馬の教育」)教育學術界・3

月臨時増刊號
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小林喜一「ヨハネ傅研究(一)」(ヘラクレイトス、ソクラテス、フ井ロン等)

法曹公論1月號

(参考:綜合學術講演會、帝國大學新聞624

出教授「､ノクラテスの皮肉」)

平野義太郎「マルクス年譜一生ける學問的生涯の記録」(廣島定吉譯)帝國

大學新聞629

桑木成雜「自然の第一原理への考想一アリストテレスのプラトンの哲學と

の對立に就て」帝國大學新聞638

①書評「金子武蔵「古代哲學史」」哲學雜誌587

中川清「ヰルヘルム・フォン・フンボルトの吉代観」哲學雜誌595

竹内英之助「希臘の女神像」(アルノーホルツ)エルンテ8-1

宮西光雜「Herbert ReadのShelley辨護その他」(Plato)アルビオン4一3

荻田庄五郎「Shelleyと基督教」(Plato)アルビオン4-6

石山脩平「教育史研究の方法的前提」教育學研究5-2、3

雪山俊夫「ゲーテの教育観に就て」富山教育275

西村桐「エマソンの哲學に於けるインスピレーション」商學22

清水幾太郎「シルレル「人間の美的教育に聞する書翰」に就いて」社會學研究2

釜田達玄[シュライエルマッヘルに於ける宗教の獨自性]ピタカ4-3

生田長江「ニイチエの著作とその劇的傾向」(遺稿)日本評論11-2

小野俊郎「我國におけるニイチェ研究」日本評論11-5

馬場久治「ニイチエと高山樗牛」コギト54

丸田潤二郎「ニイチエに闘する邦語の文献」書物展望6-2

大村晴雜「カール・レーヴット「ニイチェ哲學一同一一なるものの永劫回腎」

哲學雜誌588

得能文「ニーチェの七傾向」了酉倫理會倫理講演集403

井上政治「ニイチエに於ける〈永遠回帰説〉の誕生と死滅の事情」文化3-9

雜刊批評・山田「クノオ・フイシャア[ヘーゲル傅]/河野正通著「ヘーゲル」」

世界文化15

雜刊批評一打山清「[古代哲學]に開する新刊批評、其の他」(金子武蔵「吉代

哲學史」/古在由重「古代哲學史」/山本光雜「ギリシ

ヤ哲學者列傅」)世界文化24

新刊「金子武蔵「古代哲學史」(上)」文化3-1

學界消息「シユテンツェルトの訃」文化3-3

新刊「Aristotle'sPhysics､by W. D. Ross」文化3べ

斎藤信治「ヴインデルバント哲學史教科書新版」文化3-9
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理想62中

金子馬治「ニイチェ復活の意義」

鬼頭英一「ニイチエと超人思想について」

竹下直之「キェルケゴールの賓存辯護法」(プラトン)

池島重信「ニイチエとキェルケゴール」

理想63中一

後藤一民「新なる批判の確立」

大江 志郎「山内得立教授の「辯投法」観について」

批評と紹介「ベルグソン/平山高次譯「道徳・宗教の二源泉」」理想67

吉満義彦「新スコラ哲學の人生觀」理想68

理想69中

批評と紹介「後藤一民「哲學の生れるまで」」

批評と紹介「大島豊「世界観の哲學」」

批評と紹介・大江 志郎「ツェラー/白根孝之譯「西洋古代哲學史」」

海外哲學思潮「最近の西洋吉代中世哲學文献」(1934年以前分)思想167

豊川昇譯「オイケン自傅」傅記12月號

渡漫啓一「エラスムス素描(ブウフハイト)---一死後四百年に際し」創造9

書評「関根秀雜譯「モンテーニュ・隨想録」」文學研究14

書評「小島威彦「世界創造の哲學的序曲」」史學雜誌559

三枝義夫「「使徒パウロの神秘主義」一佐野勝也教授の學位論文を讀む」(新)

宗教研究13- 1

三枝義夫「山谷省吾氏の近著「パウロの神學」を讀む」(ヘレニズムの影響)

(雜)宗教研究13ぺ

新刊「吉岡修一郎「ベルグソンと科學的精神」」(新)宗教研究13-3

新刊「平山高次譯「ベルグソン・道徳・宗教の二源泉」」(雜)宗教研究13-4

紹介「金子武蔵「古代哲學史」(上巻)」帝國大學雜聞607 ( 1 /13)

書評・岡田正三「後藤孝弟「ソクラテス」」京都帝國大學新聞244 (5/5)

新刊・高村英夫「桧原宏「唯物論通史」」唯物論研究42

新刊・松崎敏太郎「マ・エ・レ研究所編・アドラッキー監修/廣島定吉譯「カ

ール・マルクス年譜」」唯物論研究44

新刊・戸坂潤「森宏一「近代唯物論」」唯物論研究45

山岸辰蔵「ディーツゲン」(唯物論者評傅)唯物論研究47

ブックレヴュー「山本光雜「ギリシヤ哲學者列傅」」唯物論研究48

ブックレヴュー「古在由重「古代哲學史」」唯物論研究50

文検參考・越山信吉「吉田熊次博士「教育學原論」の内容解説」教育論叢35-
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3,4,5

文検參考一越山信吉「吉田博士「西洋倫理學史講義」の内容解説(2)-「ア

リストテレスの倫理説」」教育論叢36-2 , 4 , 5 , 6

Q.P.「白山主義者・河合祭治郎」現代新聞批判63

(参考:研究室彙報「哲學研究室」,大谷學報17- 1

(學生「五辻恵敬「題クロナーのヘーゲルに就いての一考察」)

木場集蔵「ヘーゲルの論理學に於ける始源の問題」大谷學報17- 1

(参考:大谷大學卒論,大谷學報17-2

木場集蔵「ヘーゲルの論理學に於ける始元の問題」

新慧海「シュライエルマッヘルの宗教教育の研究」)

三谷隆正「霊魂不滅論」興文3月號

大庭征露「中世哲學に闘する誤解について」カトリック16-3

吉海義彦「カトリックの哲學」カトリック16- 6

大井一郎「デシヂリウス・エラスムス」カトリック16-11

「新刊書目」,哲學研究238

Aristoteles : Vier Bucher u . d. Himmelsgeb a ude u. zwei Biicher u .

Entstehen u. Vergehen. Gr. u. dt. mit Anmerkungen v. C.

Prantl. (Lpz.,1857) Neud ruck 1935, Lpz., K. F. Koehler

W. Brocker, Aristoteles, Frankfurt a.M｡Klosterraann

L. M. Regis, L'opinion selon Aristote, Paris, Vrin

Dante : P.Mandonne, Dante, le theologien, Paris, Vrin

Plato:G.M.A.Grube, Plato's Thought, Lond., Methuen

「雜誌要目」--一一

F. Zimmermann,"Aus der Welt des griechischen Romans" , Die Antike

Bd.ll.Ht. 4

A. Linde,"Mistra und Goethes Faust", Die Antike Bd.ll,Ht.4

「新刊書目」,哲學研究239 -一一

Augustinus : Fiinfzehn Biicher U. die Dreieinigkeit, Miinchen, Kosel &

Pustet

Cicero : Correspondance, Tom. 2, texte e tabli. et trad. par L. A.

Constans, Paris, Les Belles Lettres

M.de Corte, Etudes d'histoire de la philosophic ancinne, Paris

Plato : Oeuvre completes, Tom.9, pt. 1, Le Politique, texte etabli. et

trad, par A. Dies, Paris, Les Belles Lettres

V.Solovyev, Plato : Tr. fr. the Russian by R.Gill with a note on
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Solovyev by J.Lavrin,Lond., StanleyNott

K. Sternberg,Das Problem d. Ursprungs in der Philosophie d.

Altertums, Breslau,M. & H. Marcus

「新刊書目｣,哲學研究24←

Platon,par Leon Robin, Paris,Alcan

G.Sorel,D'Aristotea Marχ,Paris,Riviere

「雜誌要目｣一一-

Hermes Bd. 70,Ht. 4:

H. M. Dercsenyi,"Exegetische Beraerkungen zu PlatonsThaetet"

Fr.Egermann,"Der Dialogusdes Tacitus und Platons Geogias"

G. Nebel, "Der Begriffdes Kathekon in der altenStoa"

(参考:彙報｢倫理學讀書會｣,哲學研究241

長谷川寅雜君｢Harold Schilling: Das Ethos der Mesotes, Eine Studie

zur Nikom achische Ethik des Aristoteles｣)

彙報｢エリーザベト・フェルスター・ニーチェ｣哲學研究241

｢新刊書目｣、哲學研究241

Aristoteles : Organon, Nouv. trad.et notes par J.Tricot, Paris, J.Vrin

H. Chaniss, Aristotle's criticism of Presocratic Philosophy, Baltimore,

Johns Hopk ins Press

J.Jaeger, Paideia, tr.by G. Highet

G. Murry : Greek poetry and life.Essays presented to G. Murry on his

70th birth day, Oxf. U. P.

Plotinus Schriften : Uber. V. R. Harder, Bd.2, D. Schriften 22-29, Lpz･,

F. Meiner

「雜誌要目｣-

J.Schwart,"Die Lehre von den Potenzen in Schellings Altersphilosophie≒

Kant-Studien Bd. 40

W. Monch, "Ficino und die Nachwirkung Platons in der franzosischen Literatur

und Geistesgeschichte≒Kant-Studien Bd.4O

K. L. Skutsch,"Libramen Aequum, Eine Untersuchung iiber de Entwicklung des

Wagungsgedankens von der Antik bis ins chritliche Mittelalter",

Die An tike Bd.l2, Ht.l

｢新刊書目｣,哲學研究242一一一一一

Aristoteles : p. Gohlke, Die Entstehung der Aristotelischen Logik,

Berl, Junker u●Diinnh
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Augustinus : R. Guardini, Die Bekehrung d. hi. Aurelius Augustinus,

D. inner Vorgang in s. Bekenntnissen, Lpz.,

Hegner

F.Billicsch, Das Problem d. Theodizee im philosoph. Denken d.

Abendlandes, Bd. 1 ; Von Platon bis Thomas V. Aquino,

Innsbruck, Tyrolia

Plotinus : Enneades, texte etabli et trad. par Emile Brehier.Tome 6,

Pt. 1 (Coll.Bude) Paris, Les Belles Lettres

「新刊書目」,哲學研究244一一- [11517

Untersuchungen uber Plato : Die Echtheil und Chronologie der plato-

nischen Schriften ; nebst Anhang , Ged-

anengang und Grundansch auung von

Platos Theatet. Stuttgt.,W. Kohlmann

Platons Dialoge, Inhaltsdarstellungen, I,II, Stuttgt･, W. Kohlmann

Platon, seine Leben, seine Schriften, seine Lehre, Bd.1-2, Miinchen,

C.H.Beck

Platons Dialoge Phaidros, Ubersetzt. erlautert und mit ausfuhrlihen

Register versehen, Lpz., F.Meiner

Die Kerngedanken der platonischen philosophie, Miinchen, E. Reinha-

rdt

Platonische Liebe, darstellt durch Ubersetzung und Erlauterung des

Symposions

Platonismus und Christentum, 3 Vortrage

「雜誌要目」-

G.Koehler, "Le problem de la substance dans la philosophie d'Aristote",

Revue d'Histoire de la Philosophie et d'Histoire Generale de

la Civilisation,N. S. Fasc.l3

0. Regenbogen, "Seneca als Denker romischer Willenshaltung", Die

Antie, Bd.l2, Ht.2

H. Prang, "Wilhelm v. Humboldts Anschauung vom Wesen der Antike",

Die Antie, Bd. 12, Ht. 2

雜録「エラスムスの生涯」(服部英次郎)哲學研究244

「新刊書目」,哲學研究245

A. W. Benn, History of ancient philosophy, Lond., Watts

Quintilienus : J. Cousin, E tudes sur Quintilien, Tom. 1,2, Paris, Boivin
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｢新刊書目｣,哲學研究246

Augustinus : Funfzehn Biicher iiber die Dreieinigkeit, Aus d. lat.

Ubers. v. Schmaus, Bd.2, Munch., J.Kosel & F. Pustet

H. Campenhausen, Die Idee des Martyriums in der alten

Erasumus : Gedenkschrift zum 400, Todestage des Erasumus von

Rotterdam, Hrsg. v. d. Historischen und Antiquarischen

geselschaft zu Basel

L.Gautier-Vignal, Erasumus, 1466-1536, Paris, Payot

Nietzsche : W. F. Otto, Der junge Nietzsche, E. Vortr･, Frankfurt a.M･

, Klostermann

｢新刊書目｣、哲學研究248

A. 0. Loveioy, The Great Chain of Being, A study of the history of idea,

Cambr. (Mass.) , Harvard U.P.

Marcus Aurelius : W. Gorlitz, Marc. Aurel., Kaizer und Philosoph,

Lpz., Quelle & Meyer

Plato : A. Buchmann, Die Stellung d. Menon in d. platon. Philosophie,

Lpz･, Diet erich

「新刊書目」,哲學研究24匹

Aristoteles : De caelo libri IV, recognovit D. J. Allan, Oxf. Clarendon

Press

Aristoteles : Problem, I-χχ,χχI-χχVIII,with an Engl. tr. by W. S.

Hett, 2 vols. (Loeb Classical Library) Lond., Heinem-

ann

Aristoteles : Rhetorica ad Alexandrum, w此h an Engl. tr. by H.

Rackham (Loeb Classical Library) Lond., Heinemann

H. Maier, Syllogistik d. Aristoteles, 2 Tie.

Epicurus : W. Schmid, Epicurus Kritik der platonischen Elementen-

lehre, Lpz., Harrasowitz

Plotinus : Schriften, Ubers. v. R. Harder, Bd.3 Lpz., Meiner

雜録「コンスタンティン・リッター」(訃報)哲學研究244

早川二郎「封建的世界観から市民的世界觀ヘーフランツ・ボルケナウの近業」

帝國大學新聞612

小松掃郎「桑木博士の近業一一「西洋哲學史研究」「哲學及哲學史研究」帝

國大學雜聞613

斎藤駒「「世界創造の哲學的序曲」」(小島威彦著)帝國大學新聞620
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渡漫一夫「貨秋尊者(えらすむす)異聞一一悲劇人としての彼」帝國大學新

聞639

「浦高で桑木銀翼博士説くー「知識と人生」より」帝國大學新聞642

林達夫「「草野集」の不協和音」(安倍能成著)帝國大學新聞643

池上謙三「ヘーゲルから實存へ 小松掃郎氏の近業を讀む」(「精神科學の諸

問題」)帝國大學新聞646

「ヒューマニズム論一三木清氏熱弁」(級友會)帝國大學新聞647

カレント・ブック・阿部腐琴「ボルケナウ/横川・新島譯「近代世界觀成立史コ

帝國大學雜聞649

カレント・ブック・竹下直之「安倍能成「草野集」」帝國大學新聞652

C.②新居格『情熱の妖花・クレオパトラ』(新傅記叢書4)

石橋智信『メシア思想を中心としたるイスラエルの宗教文化史』

今泉忠厚『基督教初代教會史』

千葉勇五郎『パウロ傅』(基督教譯本1)

有賀繊太郎『基督教思想史概論』(ホノルル新生會)

岡本良知『十六世紀日欧交通史の研究』

庄司浅水(喜蔵)『世界印刷文化史年表』

田中秀作・田中博『経済地理學要義』

伊藤政之助『世界戦争史』令4巻/別巻1([西洋古代篇I・H]「世界戦争史

年表」)

鶴見祐輔『讀書三昧』(「スパルタの社會一秩序」)

今井登志喜監修『雜修世界史年表』

鈴木俊等編『世界歴史大年表』(一昭13再版、昭14改訂4版、昭17・6版)

諏訪徳太郎『自學自習と受験準備・最も要領を得たる西洋歴史』

遠藤元夫・鈴木俊一原種行・田中正義編『史籍解題』(「西洋史」の部)

松井等・大類伸編『史學名著解題』(現代史大系15)

フレデリック・ヴッドブリヂ著/宇尾野潔譯『歴史の目的』

③大類伸・岡島誠太郎「西洋の歴史と地理」修正地理學講座3、4(→昭12)

小野銭二「地理學發達史」修正地理學講座10(一昭12)

板倉卓造「二三のアテネ政治家」三田政治學會誌12

栗野頼之祐「エヂプト出土初期プトレマイオス王朝下に於ける妄酒業収税不正

事件に闘するギリシヤ文書について」社會経済史學6-1(→昭12)

講壇社會教育の資料「さすがはアレキサンダー一余は勝利を盗まず」社命教
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育7-2

金炳模「古代西洋に於ける回書館」文献報國5

(参考:史學界近事・西洋史部會,史潮6-2

清水二郎「新約文學に現はれたる奴隷制度の没落」)

清水二郎「上古奴隷制度の崩壊と基督教」歴史公論5-9

原隨園「マケドニヤ王フィリッポス」歴史公論5-11

田中秀作「殖民地理上より見たる希臘羅馬の對外發展」彦根高商論叢20

井上芳朗「占代天圖及び地圖」地理と経済2-4, 5

(参考:東京帝國大學文科卒論,歴史地理67-3・史林21-2

佐々久「アテナイに於ける氏族制度の崩壊」)

栗野頼之祐「アレセクサンドロスのアムモン崇拝と世界意識「全人類の同胞的

觀念」の誕生に就いて」史學雜誌556, 557, 558, 559

原隨園「キロン叛乱とその年代」史林21-2

(参考:史學研究會,史林21-3

高山岩男「歴史意識の成立」)

秀村欣二「羅馬帝政初期アレクサンドリアに於けるギリシヤ人のユダヤ人排斥

問題」歴史學研究6-1,2,3

間崎萬里譯「シャール・エフ・シャン「前20世紀より前13世紀に至るフェニキ

ア」」史學15-2

松村克己「アウグスチーヌスの「神の國」の歴史観」哲學研究246

(?)「貴人の墓から授見された古代の酒倉」ミネルヴア1月號

(?)「古代ポンペイの酒屋」ミネルヴア2月號

稲垣了俊「宗教傅播に於ける地理的制約一一一-一基督教を中心として観たる」

(羅馬時代)(新)宗教研究13- 1

④近著文献(川原・小松)「佐伯三郎「世界商業史綱要」」早稲田政治経済學雜誌45

角田文衛「最近の考古學界」考古學論叢3

海外考古平情報「スパルタに於ける階級闘争」歴史科學5-1

海外考古學情報「吉代中世のストライキ」歴史科學5-5

海外考古學情報「ヘルクラヌムの遺跡を語る」歴史科學5-5

海外考古學情報「アマディオ・マイウリ教授」歴史科學5-5

新史論展望「粟野頼之祐「アレクサンドロスのアムモン參拝行と世界意識「全

人類の同胞的觀念」の誕生に就いてト歴史教育11-5

船田三郎「ランケの歴史研究の方法とその根底にあるもの」史學15-4

(参考:史學界近事・西洋史部會、史潮6-2
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長崎茂次「ブルックパルトの世界史観に現はれたる二三の問題」)

(参考:廣島文理大學史學科卒論,歴史地理67-3

伊藤隆治「ヴイコを中心としてツキヂイデスの史觀の比較(ヴイコと

ブルクハルト及び新井白石の史觀の比較)」

岡本悦治「ヘルテルの歴史観に於ける國民の觀念とその發達」)

新刊「Romische Geschichte, von J. Voet u. E. Kornemann」文化3-6

書評「The Cambridge Ancient History,vo1.χ,The Augustan Empire 44 B. C一八.

D. 70, ed. by S. A. Cook.F. E. Adcock, M. P. Charlesworth」史學雜誌554

(参考:西洋史讀史會,史學雜誌555

村川堅太郎「プトレマイオス家時代のエヂプトの貿易」(Rostovzeff論

文の紹介))

(参考:西洋史讀史會,史學雜誌557

秀村欣二「Geld und Wirtschaft in r6mischen Reich des vierten Jahrh-

undert, 1932, von G. Mickwitz」)

(参考:海外史界,史學雜誌557

秀村欣二「羅馬帝政末期経済研究の礎石 G. Mickwitz氏の業績」)

書評「Johannes Haller.tjber die Aufgeben des Historikers,1935」史學雜誌563

(参考:西洋史讀書會,史林2ト1

市川文蔵「アウグスチヌスの世界史論」)

紹介「田中秀作・田中博「経済地理學要義」」史林21-3

西洋史部會「原隨園「新義・西洋史」合評」歴史學研究6-2

西洋史部會「最近の概説書を通じて見たる我國西洋史學界の動向(大類伸「西

洋史新講」,原隨園「新義・西洋史」,内藤智秀「西洋史概説」)

歴史學研究6-2

會報「最近の概説書を通じて見たる我國西洋史學界の動向一訂正並びに正誤」

歴史學研究6-3

紹介・小原敬二「ゴルトムント・イースト「ヨーロッパ歴史地理學」」歴史學

研究6-4

千代田謙「ヘルテル,シュレーゲル,ヘーゲルの世界史相」史學研究8-3

紹介・祇園寺信彦「Oppermannrアウグスツスの人口政策」」西洋史研究10

長崎茂次「ブルクハルトの「世界史観」及びその精神史的考察」西洋史研究10

比通文「ヘルテルの歴史哲學に於ける運命の膿験」獨逸文學7

河野正通「ヘーゲルの歴史観」歴史2,3

秋渾修二「マルクス・エングルスの歴史観」歴史2

十河佑貞「ヘルテルの文化的民族主義」史苑10-2
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書評「石橋智信Fメシア思想を中心としたるイスラエルの宗教文化史」」教育

週報562

「雜誌要目」,哲學研究238

D. M. Robinson,"Die Ausgabung in Olynth.", Die Antike Bd. ll,Ht.4

[雜誌要目],哲學研究241一一

H. Berve, "FiirstlicheHerren zur Zeit der Persekriege" , Die Antike Bd.

12, Ht. 1

R. Pfeiffer,"Wilhelm von Humboldt, der Humanist" , Die Antike Bd. 12,

Ht.l

[新刊書目],哲學研究249-一一一一

J. G. Dryosen, Historik, Vorlesungen iiber Encyclpaedie und

Methodologie der Geschichite, Grundriss der Historik,

Munchen, Beck

「切妻石の發掘一希臘期の」帝國大學新聞608

D.①淵田忠良編r昭和イソップ集』(キング文庫)

②ハウゼンスタイン著/阪本勝次譯『裸豊藝術社會史』

和田邦三『ラテン文法初歩』

田中秀央『雜羅甸文法』(4版)

高橋全一郎『ラテンの曲げ大意』(訂11版)

松村正俊撰r羅甸語四週間J(再版)

木村雜治rラテン語第一歩』(羅典語入門叢書第1編)

佐藤義詮『希臘古代詩序説』

猪狩又蔵編・杉浦重剛『倫理御進講草案』(Fイソップ物語))

蘆谷重常『國定教科書に現はれたる國民説話の研究』(傅説篇・第6章「百合

若」)

門馬直衛『古代音楽史』(世界音楽叢書90)

湯浅永年等r西洋音楽史j(音楽叢書2,昭12刊?)

小松耕輔『西洋音楽史綱要』

柳善吾r西洋音楽教育史』

フランツ・シルレル著/熊厚復六譯『文藝學の發展と批判』

高冲陽造r:丈藝思想史』(唯物論全書)

ボザンケ著/鷲尾雨工譯『羅馬美學』(世界大思想全集101)

ヴェルツマン他/大平章譯編r吉典藝術の再批判』(ワルドガウエル「全盛期

のギリシヤ藝術J ●コヘピッスキーF古代

ギリシヤの肖像彫刻」を含む)
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ヴェルフリン著/守屋謙二譯『美術史の基礎概念一-一近世美術に於ける様式

發展の問題』

中山昌樹譯『ダンテ・雜生詩集』

中山昌樹譯r美しき魂丿汀美の殉教・サッフォj)

岡本威渓等譯『バイロン全集』(5冊)

原俊之『アーノルド』

井島勉『ヰインケルマン』(西哲叢書13)

茅野蕭々『獨逸浪漫主義』(→昭17改訂版)

黒田辰男rゲーテ論放』

舟木重信『ゲーテ人生讃本』(人生讀本叢書4,昭12刊?)

ヘルデルリーン作/渡漫格司譯『ヒューペリオンー--一希臘の世捨人』(岩波文庫)

ニイチェ著/生田長江譯『悲劇の出生・附「ワグネルの事件月(「新譯決定版

「ニイチエ全集」1)

エッケルマン著/神保光太郎譯『ゲーテ對話の書』(上下)

ブランデス著/栗原佑譯『ゲーテ研究』(ナウカ杜)

シラー著/草薙正夫譯『美と藝術の理論-カリアス書簡』

メリメ作/渡漫一夫譯『エトルリアの壷』(世界短編傑作全集2)

シュニッツラー作/相良守峯譯『ギリシヤの踊子』(「シュニッツラー短編全集

1」)

シュニッツラー作/菅博雜譯『希臘の舞姫』(山本文庫)

シュニッツラー作/番匠谷英一譯『ギリシヤの踊子』(岩波文庫)

③ゲーテ/芳賀檀譯「エピメニデスの毫醒」[改造社版Fゲーテ全果]n)

ゲーテ/成瀬無極譯「タウリス島のイフィゲーニエ」(改造社版「ゲーテ全集」

14)

ゲーテ/谷川徹三譯「アリストテレス「詩學」拾遺」「ラオコーンについて」

「叙事詩と劇詩」「建築藝術」「デイレッタンテイズムに

就いてjF所謂ディレッタンティズムまたは藝術に於け

る實行的愛好に就いて」「造型藝術に諸對象について」

「もう一度ホメールについて」「世界文學再論」(改造社

版「ゲーテ全集」24中)

神田盾夫「ギリシア語について」ギリシヤ語聖書研究3-7, 8, 9, 10

高橋源次Fアリストートルの詩論に就いてj彦根高商論叢20

仁戸田六三郎「ホメーロス」理想69

新潮文庫166「ギリシア文學研究」

野上豊一郎[ギリシア神話傅説]
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野上豊‐郎Fギリシアの詩丿

新關良三「ギリシア劇」

呉茂一「ギリシアに於ける詩學」

野上豊一一郎Fギリシア文學の英文學に及ぼしたる影響」

山田珠樹「ギリシア文學の佛文學に及ぼしたる影響」

新聞良三「近世獨文學に於けるギリシア文學傅統」

表紙維説明「イソップの肖像丿藝辨會雜誌・副書館研究12- 1

南方熊楠「「藁と石灰と隠元豆」について」(イソップ寓話,浅田勇「國外類型

二つ」昔話研究1-4)昔話研究2-5

上野直昭[ギリシヤ建築と朝鮮建築,特に柱について](速水博士遺稿記念論

文集中)

森口多里「ミネルヴアの造形」ミネルヴア2,3月號

岡登貞治「希臘アテネの遺構」中央美術30

森口多里「クラントの庭墟」中央美術37

山中謙二「フランクの文運興隆について」史學雜誌554

シェリング/松下武雜譯[藝術哲學]コギト44, 46, 47, 52, 54

①松下武雄「ディルタイの「豊験と文學」」コギト44

ゲーテ/石中象治譯「文學と人生に就いて」(遺稿より)コギト45

松下武雄[文學と現賓]コギト48

三浦常夫F古典的な,あまりに古典的な」コギト48

江川英一「ノヴァリスの病と詩」コギト51

加山宗二「アナトール・フランスの皮肉一-一工場監督制度について何を教へ

るか」法律時報8-6

兄玉敬「文献學と解鐸學」心の華40- 1

木代修二「飛鳥朝文化に於ける佛教美術」佛教文化10-28

石田繁Fヘーゲルの音楽論丿季刊・音楽研究1-4

井島勉「美術史學の立場」(ヰンケルマン等)史林21べ

紹介「井島勉「ヰンケルマン」」史林2ト4

ゲーテ/谷川徹三譯Fヴィンケルマン」(改造社版「ゲーテ全集」24)

新刊「井島勉「ヰンケルマン」」文化3個

袱村浩「長編叙事詩バイロン・ハイネ」詩人1

吹田顔助Fニイチエと現代の文學」理想62

木村謹治「若きゲーテの書簡及日記」エルンテ8-1

武田忠哉「ゲーテと女性」婦人文藝3-3

御木本隆三Fラスキン女性觀の一部丿婦人文藝3-4
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矢本貞幹「Paterの表現論」英文學研究16-2

矢野峰人「「アーノルド文學論」の評人に」英語青年74-11

平田禿木「A.E.ハウスマン逝く」英語青年75-8

西脇順三郎「A. E. Housemanの一生」英語青年75-8

粛藤勇「A. E. Houseman」英語青年75-8

伊地知純正「古典研究と羅甸語村松正俊著「羅甸語四週間」」早稲田大學新聞

52(10/28)

ブックレヴュー「ヴェルツマン他/大平章譯編「古典藝術の再批判」」唯物論

研究50

岸田國士「関根秀雜譯「モンテーニユ隨想・」」文藝懇話會ト7

三木清「徳永郁介氏の「美學」」教育學術界73-2

詩歌之國づ其水「偶感」(断天[ダンテ]等)聖化115

松本重彦「西南亜細亜言語の系統」東洋思潮?

書評「一氏義良「世界美術鑑賞」」教育週報602

書評「相良徳三「欧洲美術の歴史」]教育週報606

兄童讀物研究會審査會推薦詔書「ひらかなイソップ」(谷崎仲著)満銭教育た

より19

兄童讀物研究會審査會推薦詔書「給人イソップ物語(カタカナノ巻)」(酒井朝

彦著)満銭教育たより28

兄童讃物研究會審査會推薦詔書「檜入イソップ物語(ひらがなの巻)」(酒井朝

彦著)満銭教育たより28

新刊「北村直躬・石崎達二共著「吉代佛像の人類學的研究」」(ガンダラ型等)

(新)宗教研究13- 1

柳谷武夫「年代別切支丹開係文献目・」カトリック16-10

「新刊書目」,哲學研究24←

Longinus : A treatise on the sublime, tr.fr. the Greek into Engl. by F.

Granger, Lon d.,Stanley Nott

｢雜誌要目｣

Fr. Klinger, "Uber die Recensio der Horazbandschriften" , Hermes

Bd.7O, Ht. 4

A. Korte, "Zu Menandes Theophoroumene", Hermes Bd. 70, Ht. 4

｢雜誌要目｣,哲學研究244-

F. Klinger,"Horaz", Die Antike, Bd. 12, Ht. 2

W.-H.Schuchhardt,"Dasク Badende Madchenクim Miinchner

Antiauarium", Die Antike, Bd.l2, Ht.2
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「新刊書目」,哲學研究245一一-

W. Rehm, Griechentum und Goethezeit, Geschichte der Glaubens,

Lpz., Dieterich

「新刊書目」,哲學研究246一一一一一一-

Plato : K. Buchner, Platons Kratylus und die moderne Sprachphiloso-

phie, Berl.,Junker & Diinnh

「雜刊書目」,哲學研究249

Longinus : Die Schrift vom Erhabenen, Gr. u. deut. hrsg. u. u bertr. v.

Renata v. Scheliha, Berl., G.Bondi

H. J. Rose, A Handbook of Latin literature from the earlier times to the

death of St. Augustin, Lond., Methuen

片山敏彦「今日のオルフォイス」季刊・音楽研究2-1

石田繁「ゲーテと音楽」季刊・音楽研究2-1

久保柴「神と科學との孚ひｰ「ファウスト」のおぽへ書きから」帝國大學新

聞607

菅原太郎「獨佛に於ける其の演出」(ゲーテ「タウリスのイフィゲーネエ」)帝

國大學新聞607

野上巌「生田長江氏の業績について」(ホーマ,ダンテ,ゲーテ等)帝國大學

雜聞608

高沖陽造「フリーチエ的方法とブランデス的方法一比較研究ノート」帝國

大學雜聞612

本多顕彰「混沌たる諸潮流」(ジョイス)帝國大學新聞613

森口多里「「美術概論其他」」(兄島喜久雜氏著)帝國大學新聞620

吹田順助「克明なる論述一一上村(清延)氏の「ゲーテ以後」」帝國大學新聞622

通信指導・欧洲語學研究得エウローパイオン「英獨佛希羅」(高中初等科夏學

期)帝國大學雜聞635

久松潜一「即興詩人と羅馬行」帝國大學新聞636

谷川徹三「私と相良君一一「欧洲美術の歴史」の著者]帝國大學新聞639

「ブーケ博士講演-「メフィストの性格」」(ゲーテ研究の権威)帝國大學新

聞644

茅野蕭々Fゲヨエテの復興一一-一現代に於けるその意義」帝國大學雜聞648

E.①佐伯好郎譯「ユ帝欽定勅法彙基邦譯」法律論叢15- 1 , 2, 3, 4

矢田一男譯「儒帝法學撮要邦譯」法學新報46- 1 , 4, 8, 9, 12

船田享二譯「ユスチニアヌス帝學説彙纂第九巻邦譯」法學新報46-2

②タルト・ジンガー著/清水武譯『プラトーン』(社會科學の建設者・人と學説
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叢書15)

高橋清吾『政治思想史』(上)

早川二郎『古代社會史』(唯物論全書22)

ラヴィス著/小島幸治譯『欧洲政治史概観』

リャシチェンコ著/平舘利雜譯『経済學説史』?

シャルル・ジイド&シャルル・リスト著/宮川貞一郎譯『経済學説大系』?

ヂイド&リスト著/古屋美貞譯『経済思想史』(下、→昭13「経済學説史(上

下)」と改題)

上田辰之助『古代及び中世経済學史』(雜経済學全集第5)

増築太郎『経済史講義』(原始社會、古代奴隷経済社會、封建社會)

隈崎渡『西洋法制史』

西本頴『西洋法制史講義』

戸倉廣『雜馬法講義-一總則及物権』

モンテスキュー著/斎田噌門譯『ペルシア人の手紙』

河合築治郎『社會思想家計傅』(第3篇「トマス・ヒル・グリーン」)

③南原繁「プラトーン復興と現代國家哲學の問題」國家學會雜誌50-9

三浦新七「古代羅馬文化の實践的傾向」東京商科大學六十周年記念論文集・第

1部中

小泉功「Die Mittieとしての貨幣とDas Mittelとしての貨幣」大阪商科大學経済

研究年報10

青木巌「プラトンの政治思想の序論」哲學(三ﾆ田哲學會)16

武藤智雜「羅馬法進化の諸段階--一羅馬法制史の時代百分に就いて」法政研

究6-2

船田享二「ウェスパシアヌスの主権に闘する法律」公法雜誌2-8、9

船田享二「アウグスツスの元首政と羅馬の民事訴訟」法學新報46-5、8、10

資料「昭和十年施行、東京、京都、東北、九州各帝大法學部法文學部試験問題」。

法律時報8-5

法理學:東大(高柳教授) 1. (1)「プラトン、トマス・アクイナス及

びカントの國家觀の異同及びミルに就いて」(2)「アリストテ

レスに於ける正義の分類及び之に對する批判」

政治學史:東北(ｲ左藤教授)追1「Aristotleの共産主義批判に就いて」

法制史・法史學:東北(栗生教授)科2.「ローマ法の變遷」

九大(武藤助教授)2.「所謂註鐸學派(Glossatoren)

とは何ぞ、その羅明法學史上に於ける地位は如何」

羅明法:東大(原田助教授)1.「責主役保主義の沿革」2.[traditio
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に就て]3.[pia caus卵こ就て]

京大((日中教授)1.「ローマ民事訴訟手續を概観せよ」2.

「左の事項を簡単に記せ。 actio serviana, Gaius, Lex plaetoria,

Novellae (constitutions) , papyrusJ

西本頴「ローマ法継受の再検討」法學論叢35-4

西本頴「西洋法制史研究の方法に就て」法學論叢34-5

武藤智雜F羅馬法加東方法か一報格方式の崩潰と文書使用の毫頭を中心と

して」法學協會経済誌54- 7 , 8, 9, 11

(参考:史學界近事・西洋史部會,史潮6-2 ・史學雜誌559

秀村欣二「羅馬帝政末期に於けるコレギアの國家統制」

武藤智雜「雜馬法の歴史的進化」)

戸倉廣「イスパニヤ法制史上に於ける羅馬法の使命」史林21-2

戸倉廣「古代世界に於ける諸法律瞥見丿経済法律論叢7-1

伊藤俊夫「伊太利に於ける農業信用の史的發達」帝國農會報26-6, 7

楢橋渡「ローマ時代に於ける貨幣愛動と契約上の諸問題」法曹公論41-2, 3。

4, 5, 8, 10

打村錬三[中世基替教と結婚一古代中世に於ける自然法理とその實設法的

適用]三田學會雜誌30で

照井豊[Dion Chrysostomos の君主観]西洋史研究10

①牧野英一「中世主義の現代化」(トマス等)法律時報8-1

牧野英一「急如律令・(13) (23) (24)」(ローマ法等)法律時報8-1,11,12

新刊・宮渾俊義「尾高教授の「法哲學」]法律時報8-3

雜刊「西本頴「西洋法制史講義」」法律時報8-7

月評・具島兼三郎「南原繁「プラトーン復興と現代國家哲學の問題(國家學會

雜誌50-9)」」法律時報8-11

月評・淵定「船田享二「ウェスパシアヌスの主権に闘する法律(公法雜誌2一

8,9)」」法律時報8-n

新刊「宮渾俊義譯「モンテスキュー・法の精神」」法律時報8-11

典籍往来「浅井清信Fフリッツ・シュルツ「ローマ法原理」」法と経済5-5

近著文献「F. F. Abbott, & A. C. Johnson.Municipal Administration in the

Roman Empire, 1926」早稲田政治経済學雜誌45

近著文献(川原・小松)F高橋清吾F政治思想史(上)月早楢田政治経済學雜

誌46

近著文献(川原・小松)「F. W. Hirst,Liberty and Tyranny, 1935」早稲田政治

経済學雜誌47
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近著文献「Yung Chi Hoe.Origin of Parliamentary Sovereignty or “Mixed "

Monarchy,1935」早稲田政治経済學雜誌47

近著文献「F. W. Russell, Theories of International Relations, 1936」早稲田政治

経済學雜誌47

近著文献「F. W. Russell, theories ofInternational Relations, 1936」早稲田政治

経済學雜誌49

近著文献(川原・小松)「I. 0. Hertzler, Social Thought of the Ancient

Civilizations, 1936」早稲田政治経済學雜誌49

高橋清吾「日本経清史學史の一餉丿早稲田商學12-2

大島豊「現代フランス法學に於けるトマス説」法律論叢15- 1

大島豊「ヘンリー・メーンの法制思想の特徴」法律論叢15-3,4

紹介「隈崎渡「西洋法制史山法學志林38-6

細川亀市「西本氏著「西洋法制史講義」」法學志林38-8

西本頴「拙著「西洋法制史講義」に對する宮下教授の批評に答ふ]法學論叢

35-6

紹介「西本頴「西洋法制史講義」」史林21-4

紹介・宮下孝吉「西本氏著「西洋法制史講義」]國民経済雜誌61-5

大類仲「古代経済史の概観的論文」(Heichelheim & Rostovtzeff)西洋史研究9

高橋誠一郎「ジョイス・ハーツラー教授「古代諸文明の社會思想」」三田學會

雜誌30-12

三戸壽「獨逸に於けるローマ法権受をめぐる原因論の諸相」法學5-9,10,11

淵定「ザヰニーに於ける法の歴史性」公法雜誌2-8, 10

瀬川杢四郎「欧米政治思想の回顧」カトリック16-8

「雜誌要目」,哲學研究238 一一

W. Schubart, "'JustiniansCorpus Juris≒Die Antike Bd. ll,Ht.4

「雜誌要目」,哲學研究241

H. Perls, "La philosophie pはoniciennne du droi" , Revue Philosophique

de la Franceet de l'Etranger, Annee 61, no. 1/2

「新刊書日」,哲學研究243-一一

C. A. Emge, Eine Rechtphilosophie wandert dur(こhdie alter Philosop-

hie

F雜刊書目j,哲學研究244-一一一一

Platos Gesetze, Kommentar zum griechischen Teχte, LpZ･, Teubner

Platos Gesetze, Darstellung des Inhalts, Lpz., Teubner

Platon : Der Staat, Stuttgt･, W.Kohlmann, Neue Untersuchungen liber
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Platon, Mun chen, C. H. Beck

「最近の経済史學界」経済史研究15-4 [11779

M. I. Rostovtzeff, The Hellenistic World and its economic development

汀he American Histori�Review, 41 [2] ,'36)

F最近の経済史學界]経済史研究15-5 [11780

I.R. Michael,The Hellenistic World and its economic development

(The American HistoricalReview, 41 [2] ,'36)

H. Sclomitz,Zur WirtschaftlichenBedeutung des romichen Gutschofes

in Koln-Mungersdorf, Darmshadt, '34

「最近の経清史學界」経清史研究16-4

A. C. Johnson, An economic survey of ancient Rome, vol. 2, '36

新著「黒谷了太郎編「世界糖業小史」」経済史研究16-4

「経済史年鑑丿経済史研究16- 5

-第一章一節「経済史理論及経済史一般」四節「西洋経済史」/第二

章一節「史學及経済史理論丿五節即

書及論文紹介一覧」

小池秋草Fシンガー先生の初印象記」帝國太學雜聞625

「シンガー氏二高教師に」帝國大學新聞625

F.②太田千鶴夫『西洋醤學歴史』

小林三郎・森優・進藤篤一『娶學生のラテン語法』

岡邦雜『科學思想史』(唯物論全書,第1章F古代j)

松野吉松『化學思想史』

田漫元『一般教養としての敷學について』汗思想史的に見たる散學の發達」)

大塚咀太郎『叡と世界及び人生』

鈴木良徳『少年オリムピック讃本丿

大日本豊育協會編『オリムピックの書』

野口源三郎『オリムピックの知識』

高橋イネ・加藤とし『欧洲服装史』

豪湾総督府殖産局編並發行・黒谷了太郎編『世界撰業小史』(「古代の糖業」)

③白木不二雄「ぴたごらすノ定理ノ攬張」叡學會雜誌18

石橋豊「ピタゴラスの定理について」學習研究10月読

(参考:會報「西洋史部會」(文學部研究室),史観9

(學生)平田寛君「初期ピタゴラス學派の幾何學」)

世田雜‥一「敷學史の研究」唯物論研究46, 47, 48, 49, 50

北田宏蔵「天動説から地動説まで」地理教育25-4, 5, 6
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野口源三郎「占代オリムピック競技(競走篇)」健育と競技15- 5

野口源三郎「古代オリムピックの陸上競技(跳躍篇)」豊育と競技15-6

野目源三郎「吉代オリムピックの陸上競技(投擲篇)」僣育と競技15- 7

野口源三郎「古代オリムピックの陸上競技(投擲・槍投篇)」穀育と競技15-8

瀬川三郎「オリンピック・ゲームスの起原について」教育論叢36-5

土井晩翠「古代グリイスのオリンピック競技」文藝春秋9月號

新居格「オリムピックの文化的意義」日本評論9月號

竹之下体蔵「オリムピックと近代オリムピック」女子と子供の靉育1-9

太田正雜「併癖講究の歴史」(希臘雜馬等)日新治療223

三枝義夫「敷學進歩の歴史一日支欧敷學比較發達史上帝國大學新聞645, 646

①ブックレヴュー「岡邦雜「科學思想史」」唯物論研究48

岡崎文規「ケトレーとゲーテ」日本統計學會年報4-5

洋式「新元會圖鑑賞記」日本芸事新誌731

「新刊書目」,哲學研究239

Euclides: Die Elemente (Stoikheia) , Nach Heibergs Text aus d. Gr｡

ubers. u. hrsg. v. C.Thaer. T1.3 : Buch 7-9. Lpz., Akad｡

Vlg.ges.

｢雜誌要目｣、哲學研究241

Euclid : Elemente Buch χ,Nach Heiberg's text u bertra. von Theodor

Peters, Kant-Studien Bd.4O

「雜誌要目」,哲學研究244一一一一

A. Rey, "Logique, mathematique et participation a la fin du v siecle

hellenique", Revue Philosohpique de la France et de l'Etranger,

61 Annee 5/6

「新刊書目」,哲學研究245

Euklid Elemente, Buch χ, Nach Heibergs Text u bertr. V. Th. Peters,

BerL, Pan-Vlg.

G.吉江喬松編『世界文藝大辭典』第7巻中2(昭10-12,田中秀央「ギリシア文學」)

城戸幡太郎等編『教育學辭典』(全5冊,→昭14)

新刊「[教育學辭典]に就いて」(城戸氏等編)満銭教育たより23

冨山房百科辭典編纂部編『國民百科大辭典』(8册,→昭13)

岡倉由三郎『新英和大跡典』(新版。研究社)

市河三喜・畔柳都太郎・飯島廣三郎共著『大英和辭典』(130版)

島村盛助・土居光知・田中菊雜『岩波英和中辭典』(岩波書店)

斎藤秀三郎編・豊田實増補『熟語本位英和中辭典』(岩波書店)
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賀川哲夫編『標準醤語辭典』

新刊「Richard Ince, A Dictionary of Religion and Religions, 1935」(新)宗教研

究13-3

新刊「法律學辭典」(第三巻)法律時報8-4

雜刊「法律學辭典」(第四巻)法律時雜8-10

戸坂潤「現代哲學辭典」(三木清編)帝國大學新聞644

斎藤勇「ヘボンを憶ふ」帝國大學新聞649

昭12 (1937)

A.賀川豊彦「ギリシヤの文化」文藝春秋7月號

賀川豊彦「ギリシヤの吉代文化を探る」雲の柱(賀川豊彦個人雜誌)16-9

片山敏彦「ギリシヤ精神」雜潮4月號

片山敏彦「ロマン・ロランとギリシヤ精神の春」書物展望67 (7①

帝國大學新聞社編(厚田慶輔)『讃書の眼』(濱田青陵「追想のギリシヤ」)

竹山道雜「新ソフィスト時代」思想185

書評「田中耕太郎「教養と文化の基礎」」教育(岩波)5-11

友納養徳[スパルタの旅]歴史教育12-6

アンリ・ア・スカシス/三枝茂智譯「羅馬に及ぼしたる希臘文化の影響」歴史教育

12-11

横光利一『欧洲紀行』

亀井勝一郎「伊太利への旅」日本浪漫派3-3

書評・小池一郎「Hochholzer : 地中海文化生成の例としてのシシリア」

西洋史研究11

(参考:會報「總會」(第72教室)、史観11

中西敬二郎君「キプロス吉代文化の一断面」)

新刊「H.Dodd､Hellenism and Christianity 」文化4-9

内外文献月報(欧文)「H. V. Loon､Histoire d rhumanit e 」経済學雜誌ト9

戸坂潤「和辻哲郎博士・風土・日本」自由1-2

(参考:毫北帝大哲學科講義題目、毫北帝國大學文政學部・哲學科研究年報4

哲學概論(岡野八西洋哲學史概説(淡野)、西洋近世哲學史(淡野)、

倫理學概論(↑Uご良)、西洋近世理倫理學史(柳田)、講讀及演習(AriSto-

teles、Ethica Nicomachae、 trs. by Ross、世良)、心理學概論(飯沼八

教育学概論(伊藤)、教育史概説(福島)等)

(参考:昭和十二年度東京帝國大學文學部史學関係講義題目、史學雜誌570

史學概論(今井)西洋史概説(「1」中)中世中期史(「|」中)希臘文化の希

-320



臘美術(兄島)、Polisノ成立(村川)西洋史學演習(村川)十九世紀の

哲學(伊藤卜西洋哲學史概説(出、伊藤)西洋倫理學史概説(金子)宗

教史概説(石橋)教育史概説(海後)西洋音楽史概説(遠藤)西洋美術

史概論(希臘彫刻史、紀元前五世紀マデ、兄島)西洋美術史各論(伊太

利亜文藝復興期ノ檜書、兄島)英文學史(斎藤)等)

B.①アリストテレス著/高橋六郎譯『精神論(心理學D)(アリストテレス全集8)

羊門文庫(名古屋)第7「エピクテタス・員の白山/アウレリウス・人に對す

る道」(→昭15)

岡田正三譯『プラトン全集』3巻

第1[メノン]・第2「カルミデス/イオン」・第3「ゴルギアス」

天來「啖野に立ちて一一ご東天紅を眺めて」(哲人プラトーの言)聖化121

②藤平武郎『西洋哲學史講話』(上下)

秋渾修二『世界哲學史』(西洋篇)

石丸悟平『創造哲學概論』(「ギリシア哲學概説」)

黒田英一『哲學思想十二講』

城戸幡太郎『心理學史』(上)

松本又太郎『心理學史』

自損孝之『教育科學概説』(第5章「ギリシヤに於ける教育の發生」)

會田慶司『詳解・西洋教育史』

松村克己『アウグスチヌス』(西哲叢書5、→昭12・3版)

三谷隆正『アウグスチヌス』(社会科學の建設者・人と學説叢書16)

額賀鹿之助『聖アウグスチン』

高柳伊三郎著・石原謙校閲『基督教思想史』(第6章「ヘレニズムと基督教」)

落合太郎『モンテーニュ』(大教育家文庫11)

モンテーニュ著/間根秀雜譯『選抄・モンテーニュ隨想録』

木村謹二『ゲーテ・シルレル』(大教育家文庫17)

ニーチエ著/戸田三郎譯『人間的餘りに人間的自由精神のための書』

(上、岩波文庫)

陶山務r思索断章・微風ある精神史』

陶山務『ニイチエ・ツアラトストラ讀本』

伊福部吉隆『ニイチエ人生哲學』

斎藤龍太郎『ニイチエ論孜』

井汲越次譯『ニイチエ藝術論抄』(1、2巻、改造文庫、→昭13)

ベルグソン著/平山高次譯『道徳と宗教の二源泉』(新地社版)

ベーター著/田部重治譯『文藝復興J(岩波文庫)
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ニグレン著/佐原信雜譯『アガペとエロオス』

③ゲーテ/賓吉捷郎譯「プロメトイス」(改造社版「ゲーテ全集」12中)

ラフカディオハーン/落合貞三郎譯「アフロダイティーと王の囚人」

(八雲全集家庭版8)

ジョージ・ガロウェー/小川清澄譯「宗教哲學史論」雲の柱

(賀川豊彦個人雜誌) 16-7

星野重順「プラトン「メソン」篇」哲學(三田哲學會)17

松浪信三郎「プラトン「チマイオス」に於ける創造の論理J Philosophia

(哲學年誌)12

中川清「ミュトスとロゴス」哲學評論1(創刊號)

出隆「プラトンの僧院脱出記哲學史餘談」哲學評論2

出隆「アリスチテレスと猪一哲學史餘談」哲學評論3

出隆「店頭のプロチノスー哲學史餘談」哲學評論5

山崎宏「哲學者と政治-ソクラテスの問題」哲學評論5

廣島文理大學編「教育科學」5中

稲富粂次郎「プラトンの哲人教育論」

皇至道「占代大學の本質(アカデミア)」

前田鷹衛「吉代ギリシヤ人の運命観」哲學論叢(東京文理大學大塚哲學會)3

(?)「ソクラテス」師道2、3月號

島大蔵「ソクラテスについて」愛媛教育603

石山脩平「ギリシヤに於ける言葉と教育」晩翠會紀要11「言語文化体系」中

石山脩平「プラトンの國家主義教育思想と我が國現時の教育」日本諸學振興委

貝會研究報告1

ベルンハルト/大石峯雜譯「古代希臘に於ける形而上學と身幄の形態理想」

教育學研究6-2

E.ブルンナー/唐滓富太郎譯(抄譯)「エロースと愛」教育學研究6-10

遠藤貞吉「プラトンの書翰について」(関西學院文學部創立二十五周年記念論

文集中)

岡田正三「古典ヘラスの智育主義」學生評論2-1(5月號)

岩崎勉「形而上學」(新哲學講座第1中、→昭13)

西田幾多郎「プラトンのイデアの本質」(「績思索と豊験」中)

川田熊太郎「パルメニデス篇第一部について」哲學科年報(:立教大學)1

川田熊太郎「プラトンの原因論」哲學雜誌603、604

小瀬正吉「エティカ・ニコマケーアに於けるフィリアに就て」哲學雜誌608

(参考:京都帝國大學文科卒論、哲學研究251
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高橋亨「アリストテレスに於けるOusiaとしてのPsyche」)

藤井義夫「アリストテレスに於ける認識論的思想の發展」哲學研究256, 261

高橋亨「アリストテレスに於けるOusiaとしてのPsyche」哲學研究260

佐々木理「ファイェーケスー--「おでゅすせいあ」の……-霊魂神話」思想185

成渾理平「希臘羅馬神話抄(14-18)」ふらんす(白水社)13-4,5,?,11

(以前欠本)

安部光槌「ソクラテスと環境(ソクラテスの生涯)(11)」師道2-1(以前欠本)

安部光槌「愛と美(ソクラテスの生涯)(12)」師道2-2

安部光槌「愛と友情(ソクラテスの生涯)(13)」師道2-3

安部光槌「市民とソクラテス(ソクラテスの生涯)(14)」師道2-4

安部光槌「ヽソクラテスと喜劇(ソクラテスの最期)(1)」師道2-5

安部光槌「雲の梗概(ソクラテスの最期) (2)」師道2-6

(参考:早稲田大學史學科卒論,歴史地理69-4

金學爆「古代希臘に於ける神人交通の思想に就て」)

亀井勝一郎「美しきヘレナー希臘思慕・その吉忙匪と近代性」日本浪漫派

3-5

芳賀檀「プロメトイス」(詩)四季32

難波田龍起「アポロヘの道」雜記帖7月號

葉上照澄「希臘道徳思想史に於けるホメロス」教育學術界76-3

吉城文雄「系統的西洋倫理學史講話」文検世界23-2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 9, 10

三谷隆正「アウグスチヌスの神國觀」日本聖書雜誌8月號

鈴木成高「アウグスチイヌスとその時代」史林22-4

フィリップ・デロリェ/柳川徳治郎譯「聖アウグスチヌスの櫨る詩篇の

テキスト」カトリック17-10,11

①文検參考一越出信吉「修身科慄備試験問題(2)」(「シュヂウィックの倫理説を

述べよ」)教育論叢37-1

文検參考・越山信吉「修身科慄備試験問題②」(「ヘーゲルの倫理説を述べよ」)

教育論叢37-2

由良哲次「カッシーラに於ける神話の哲學」教育論叢37-6/38-1,3,5

出版界「ヴォルテール/杉山英樹譯「人間と哲學」」日本學藝新聞32

新刊「森宏一「近代唯物論」」日本學藝雜聞33

出版界「松村克己「アウグスティヌス」」日本學藝新聞33

戸坂潤「漬書法日記(13)」(アナトール・フランス)日本學藝新聞38

(?)「モンテーニュの「壽命に就いて」」日本學藝新聞45

紹介・秀村欣二「村松克己「アウグスティヌス」」歴史學研究7-8
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紹介・原種行「秋渾修二「世界哲學史」(西洋篇)」歴史學研究7-9

有賀鏝太郎「傅記・オリゲネスの生涯と人物」ｲ言仰と生活38、39、40

三浦常夫「反ヒューマニズム」コギト61

シュプランガー/小塚新一一郎譯「精神史とは何か」(特別寄稿)理想71

批評と紹介「藤平武雜「西洋哲學講話」(上)]理想72

大西昇「金子馬治博士著作文献敦」理想75

大西昇「金子馬治博士著作文献目・」理想76

三木清「新道徳の理念」理想79

岩崎喜一「ゲーテと教育」教育學研究6-1

(参考:東京文理大學卒論、教育學研究6-2

唐渾富太郎「ナトルプに於ける社會教育學の発展」

濱田俊吉「ディルタイ精神科學理論の研究」

藤木顔久[ヘーゲルに於ける教育思想])

(参考:廣島文理大學卒論、教育學研究6-2

西正行[ナトルプ教育學研究])

(参考:東京帝國大學卒論、教育學研究6-2

斎木薫Fナトルプの教育目的論)

喜多秀義「シュライエルマッヘルの教育學と近世教育史に於ける

其の地位」)

(参考:京都帝國大學卒論、教育學研究6-2

照井善信「愛と発作 ゲーテの教育思想を中心として｣)

石山脩平[イェーガーの希臘教育史観についてーギリシヤ教育史の國家主

義的新解樺]教育學研究6-7, 8, 11, 12

力甚一郎「獨逸陶冶組織に於ける人文主義」教育學研究6- 8 , 9 , 10

大塚三七雜Eヘーゲルに於ける教育思想丿教育學研究6-9, 10

紹介・唐洋富太郎「エロースと愛」(E.ブルンナう 教育學研究6-10

城戸幡太郎「教育史の研究方法丿教育(岩波)5-1

書評「白根孝之譯「ディルタイの教育史・教育學概論」」教育(岩波)5-7

樺俊雄F生に對する歴史の利害丿思想177

批評及紹介・K.N. rアーノルド]「成田成壽Fアーノルド」)英文學研究17-3

海外哲學思潮・林達夫「大思想家の唯物論的研究卜思想178[のちF大作家の

唯物論的研究]と改題)

阿部六郎にノアラトウストラ“羞恥・同情・運命"土井虎賀壽氏のニーチェ分

析」帝國太學新聞660 (2/15)

阿部六郎「羞恥・同情・運命----一土井虎賀貴著「ヽツァラトーストラアー」」東京
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朝日新聞3/15

書評・阿部六郎「斎藤龍太郎「ニイチェ論放」」文學界4-9

山元一郎「生.存の立場一一一一ニイチェ哲學の研究,そのへその二」

立命館文學4-3, 4

山元一郎「最近のニイチェ研究」立命館文學4-12

内山貞三郎「ニーチェに闘する重要文献ニーチェ哲學への二三の入門書並に

ニーチェ研究の時代相」書物展望7-2

豊永喜之「ニーチェのディオニソス・ディティラムベン」書物展望7-4

岩坪美賓「ニイチェ,一つの試論」哲學評論1・創刊號

岩坪美實「ニイチェ,運命と愛丿哲學評論4

大井正「パトス・ロゴス・超越」哲學評論4

鈴木三郎「ニイチェからヤスペルスヘ」哲學評論5

(参考:史學界近事ヽ西洋史部會,史潮7-2

武藤智雜「フュステル・ド・クーランジュをめぐる問題」)

新刊「邦譯アリストテレス全集第一一冊(高橋長太郎譯「精神論」全集第8巻)」

文化か7

内外文献月報(欧文)「A. Messer, Geschidhte der Philosophie im Altertum

und Mittelalter, 1937」経済學雜誌ト5

内外文献月報(欧文) FE. Gilson, The Philosophy of St. Thomas Aquinas, tr.

from the French ver. of "Le Thoinisme 'I,by Ed. Bullou-

gh, ed. by rev. G. A. Elington, 1937]経済學雜誌1-6

文献解題「G. Steuer, Studien iiber die theorischen Grundlagen der Zinslehre

bei Thomas u. Aquin, 1936]経済學雜誌1-6

文献解題「Nicols Oresme, Tractatus de origine, natura,」ure et mutationibus

monetarum」経済學雜誌1-6

文献解題「Gabriel Bid, Tractatus de potestate et itilitatemanetarum」経済學

雜誌1-6

文献解題「Juan de Mariana, De monetae mutatione disputatio]経済學雜誌ト6

文献解題「R. Goumard, Histoire des doctorines monetairis dans ses rapports

avec l'histoiredes mounaies, 2 tomes, 1935-36]経済學雜誌1-6

内外文献月報(欧文)「H. Gauss, Plato's C･onception of Philosophy, 1937」経済

學雜誌ト9

紹介・祇園寺信彦「Altheimr古伊太利並びに古羅馬の神の観念」」西洋史研究11

長島赤二「秋渾修二氏著「世界哲學史」」早稲田大學新聞72 (5/19)

書評レjヽ島威彦F世界創造の哲學的序曲月唯物論研究51
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堤克久「江戸中期以後の科學一哲學思想の概観」唯物論研究53

書評一戸坂潤「秋庫修二「世界哲學史(西洋篇)」」唯物論研究53(→昭13「讃

書法」に再録)

文献批評・黒田亮「城戸幡太郎「心理學史(上)山心理研究12-1

「神の聖顔」(ゲーテ)聖化126

天來「畷野に立ちて夏雲秋風」(ソクラテスの独獨等)聖化129

「幸福」(藝天[ゲーテ])聖化131

雜著紹介「金庫常雜「パスカルの人間觀」」聖化132

五百旗頭匪治郎「トーマス・アクイナスと近世思潮(一)」國民経済雜誌62-4

里脇浅二「聖トマス哲學の基礎概念」カトリック17-12, 3 , 4 , 5 , 6 , 7 , 8

「新刊書目」,哲學研究250

H. Freyer, Die politische Insel, Eine Geschichte der Utopien von

Platon bis zur Gegenwart, Lpz., Bibliogrバnst.

E. Sehl, Erkenntnisontik in der griechischen Philodophie, Riga, Plates

「新刊書目」,哲學研究251--

Heraclitus : F. J. Brecht, Heraklit, E. Versuchii. d. Ursprung d. Phiト

osophie, Heidelbg., Winter

Lucretius : K. Buchner, Beobachtungen iiber Vers und Gedankengang

bei Lukrez, Berl., Weidmann

Plato : W. F. R. Hardie, A study in Plato, Oxf. Clarendon Press

Thomas Aquinas, Kommentar zu des Aristoteles drei Buchern die

Seele, Ubers. u. erl.v. Alois Mager, Wien

「雜誌要目」-

H. Henne,"La resurrection de la Rome antique", Revue d'Histoire de la

Philosophie etde d'Histoire Generale de la Civilisation, N.

S. Fasc. 15

「新刊書目」,哲學研究252

Aristoteles : Badareu, L'individu chez Aristote, Paris, Boivin

H. Gomperz, Theodor Gomperz, Bd. I, Wien, Gerold & Co.

W. Jaeger, Humanistische Reden und Vortrage, Berl., W. de Gruyter

｢新刊書目｣、哲學研究254

Augustinus : Uber die Psalmen, Ausgew. u. ubertr. v. H. U. v. Balthas-

ar, Lpz･ , Hegner J. Ritter, Mundus intelligibilis,Eine

Untersuchung zur Aufnahme und Umwandlung der

neuplatonischen Ontologie bei Augustinus, Frankffut a｡
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M., Klostermann

Plato : Platonische Rechenschaf, Platons 7,Brief iibers. u. ausgelegt v･

H. Weinstock, Berl., Die Runde

Olympiodoris philosophi in Platonis Gorgian commentaria, Ed. W. No-

rvin, Lpz., Teubner

D. Roser, Erziehung und F u hrung, Versuch u ber Sokrates und Plat-

on, Stuttgt., Kohhammer

｢新刊書目｣、哲學研究255

Aristoteles : Organon Ill, Les Premiers Analyiques, Nouv. trad, et not-

es, par J.Tricot, Paris, J. Vrin

Aristoteles : Le plaisir (Eth. Nic. VII, 11-14 ; χ, 1-5) , Introd. , trad.

et notes par A. J. Festgi e re, Paris, J.Vrin

Plato : A. J. Festeiere, Contemplation et vie contemplative selon

Platon, ParisにI. Vrin

(参考:彙報「哲學茶話會」,哲學研究256

山元一一郎君「ニイチエについて」)

(参考:彙報「倫理學研究會」,哲學研究256

横山巌君「人格の問題-ベルグソンに闘して」)

「新刊書目」,哲學研究256-

N. Hartmann, Der Megarische und der Aristotelische M o glichikeitsb-

egriff, ein Beitra ge zur Geschichte des ontologischen

Modalit a tsproblems, Berl., W. de Gruyter

Plato : A. Speiser, Ein Parmenideskommentar, Studien zur Platonis-

che n Dialektik, Lpz., K. F. Koehler

Plotinus : Schriften, Ubers. v. R. Harder, Bd. 5,Lpz., Meiner

「新刊書目」,哲學研究259

Aristoteles : Organon, In 2 vols. vol. 1, tr.bv A. P. Cooks & H. Treden-

nick, (Loeb Lib. ) Lond., W. Heinemann

Plato:H.GausS,Plato'S conception of philosophy, Lond., Macmillan

K. Vorlander, Geschichte der Philosophie Bd. 1,Lpz., Meiner

C.②ソヴィエト大百科版/西雅男譯r唯物史観・欧洲吉代史』

佐藤秀男『西洋史一古代・中世』

リットン作/中村詳一一譯『ボンベイ最後の日』(↑比界文藝全集18)

小栗襄三rアッシリア學概説』

イリーン著/王城肇譯『書物の歴史』(科學シリーズ2)
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③田中秀作「殖民地理上より見たる希膿羅馬の対外發展」彦根高商論叢20

角田文衛「バフィオ盃に就いて」考古學論叢4

角田文衛「埃及・希臘の文化交渉」考古學論叢6

青木巌「プラトンとシケリア史の資料」史學16-1

近山金次「ローマ皇帝トラヤヌスの東方政策に就て」史學16-2

(参考:史學會近事・西洋史郎會、史學雜誌572 ・史潮7-2

秀村欣コ｡Fユリアヌス帝の羅馬皇帝観j)

(参考:西洋史讀史會、史學雜誌577

村川堅太郎「ギリシヤ人の聚落位置選拝の付いての一二の考察」)

山室軍平「アレキサンダー」ときのこゑ979

高坂正願「歴史哲學と政治哲學レ思想185

橘忠衛「アントニとクリオパトラーアントニ」思想185

原隨園「シーザーの場合」歴史公論6-4

加藤澄蔵Fシーザーの禿頭」警察協會雜誌442

祇園寺信彦「ローマの帝Probusととその時代」西洋史研究12

中川一男「西洋史上に於ける女性」歴史教育12-3

(参考:東京帝國大學文科卒論、歴史地理69-2

藤原正幸「コンスタンチヌス大帝と基督教」)

(参考:東北帝國大學法文學部卒論、歴史地理69-3 ■文化か2

小野寺通典「ローマ皇帝史上に於けるハドリアヌス帝の地位」)

(参考:京都帝國大學文科卒論、歴史地理69-4 ・史林22-2

杉村正治郎「エラトステネスの地理學」

角田文衛「希臘世界の成立に就いてｰ-一一多島海文明の一考察」)

(参考:史學研究會、史林22-2

井上智勇「アウグスツスの地位に就いて」)

鈴水成高「アウグスティヌスとその時代」史林22-4

(参考:會報・西洋史部會、歴史學研究7-1

秀村欣二「ギリシヤ人の民族意識」)

村川堅太郎Fギリシヤ人の聚落位置選定一五・四世紀の新設Pohsに就いて」

歴史學研究7-11(増刊)

保田臭重郎[ギリシヤのヘテリスムス以後]日本浪漫派3-7

早川二郎「「古代社會史」は東洋間係なり!!」唯物論研究53

飯本信之「アレクサンダー大王とアレクサンドリアの建設時代と地理」

地理教育26-4

飯本信之「ストラボ及び初期のラテン著述家と地理」地理教育26-5
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飯本信之「トレミーと地理」地理教育26-6

飯塚浩二「學説上より觀たる地理學の基礎概念(1)」地理教育26-6

飯本信之「初期基督教時代の地理的暗黒時代」地理教育27-1

①書評・角田文衛「H. Schliemann, Selbstbiographie bis zu seunem Tode vervoll-

standigt, 2 Aufl. ,1936」考吉學論叢4

内外文献「H. A. Davis, An Outline History of the World, 1937」経済學雜誌ト6

内外文献月報(欧文)「J. A. Richard, An Outline of ancient, medieval and mo-

dern History; adigestion of the history of civilization,

1937」経済學雜誌卜7

内外文献月雜(欧文)「A. Goffredo, La filisofiadellastoria, 1937」経済學雜誌1-8

内外文献月報(欧文)「U. Ginelin, R o mische Herrscheridee und papstliche

Autoritat, 1937」経済學雜誌ト9

戸坂潤「讀書法日記(9)」(樺俊雜譯「ドロイゼン・史學綱要」)日本學藝新聞32

書評・伊豆公夫「ドロイゼン/樺俊雜譯「史學綱要」」唯物論研究60

書評・早川二郎「ヽノ連大斤科辞典版・西雅男譯「唯物史観・欧洲古代史」」

唯物論研究60

宮島肇「歴史と解鐸學」(ディルタイ)理想72

海外史壇紹介・近出金次「エトルリヤ研究の現状」史學16-3

-一一Bartolomeo Nogara 「エトルリア人とその文明」(1936年)

Trombetti, La lingua etrusca/W. Schulze

平山梨一一「最近のギリシヤ史界」(P.Cloch e , "Histoire grecque (1931-1933)"。

Revue historique, Tom.CLχχVIII, Sept.-

Oct., '36による)史學16-3

M. Cary, A History of the Greek World (323-146 B. C.)

G. Radet, Notes sur l'histoire d'Alexandre; VⅡ1: Alexandre i Troie. Et-

ude comple menntaire (R. E. A. ,1932)

F. Maurice, The Campaign of Marathon (J.H. S. 1932)

p. Treves, Demostene e la libert a greca, Bari, Laterza, 1933

B. Breloer, Aleχanders Kampf gegen Poros. Ein Beitrag zur indischen

Geschichte.

Stuttgart, W. Kohlhammer, 1933

中肝･,-･男「クリオ叢書」(フランスト史潮7-4

B.L.ボガニフスキー「欧米における「エーゲ文化」研究の現状と我々の研究

的任務(一)」歴史4, 5, 6月號

海外史界・粟野頼之祐「ハアヴァード大學創立三百周年祭に臨みて」史學雜誌
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566

田中正義F昭和十一年度我が西洋史學界の状況」史學雑誌571

海外史界・西村貞二「最近のブルクハルト研究」史學雜誌576

杉田英一郎「歴史哲學史要」明大史學會々報4

紹介「Kurt Breysig, Die Meister der entwicklenden Geschichtsforschung, 1936」

史林22-1

紹介「J. G. Droysen, Historik, vorlesungen (iber Enzyklopffidie und Methdologie

der Geschichte, heraus. v. R. Hiibner」史林22-3

新刊「K. Lowith, Jacob Burckhardt」文化4-5

「新刊書目」,哲學研究254一一-

H. Lietzmann, Peterus, riSmischer Martyer, Berl., W. de Gruyter

｢新刊書目｣、哲學研究255

HegeにLemons sur la philosophie de l'histoire, trad, par J. Gibelin,

Tom. 1, Paris,]. Vrin

「最近の経清史學界」経済史研究17-1

E. Hesselmeyer, "Tactius und das Dekumatland", Welt als

Geschichte 2 [3], '36

D。①ホーマー作/土井晩翠譯「イーリアス第一･歌」學士會月報588

ホーマー作/土井晩翠譯「イーリアス第二歌丿學士會月報594

立石美和『イソップ物語』

②工藤直太郎『西洋古典物語』

r芳賀矢一集jげ國學とは何ぞや]「希臘の吉劇と我が國の能察」)

雜生堂編集部『世界名著讃本』(第4「ダンテ・神曲」)

ヅイルヘルム・トムセン著/泉井久之助・高谷信一譯『言語學史 その

主要點を辿りて」

石山脩平編『ギリシヤに於ける言葉と教育』(晩草會編「言語文化僣系」)

高津春繁『ON THE DIALETIC OF ALKMAN 』(ギリシヤ選書1)

高津春繁『A Study of the Instrumental Adverbs, Particles, and Conjunctions in

the Greek Dialects, especially those in -α-ワーω』(ギリシヤ選書2)

木村雄治『ラテン語第一歩』(羅甸語入門叢書第1篇)

松岡敏幸『ラテン語第一歩』

飯田忠純『西洋音楽史概説』

服部龍太郎『西洋音楽研究十四講』

オンリ・マルタン編/柳亮譯註r世界美術全史・第2巻』(「希臘・古羅馬」)

石井柏亭『西洋檜書史j(洋書實技講座5)
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柳亮『佛蘭西ルーウブル美術館研究所編「様式世界美術史第二巻 希臘

●羅叫』

ゲーテ著/小牧健夫譯『詩と員貪一一私の生涯から』(改造社版「ゲーテ全集」

20, 22)

フリーチエ著/外村史郎譯『欧洲文學發達史』(改造文庫)

ブランデス著/栗原佑譯『ゲーテ研究』(改造社)

亀井勝一郎『人間教育 ゲーテヘの一つの試み』(→昭14再版)

③上野直昭「ギリシア建築と朝鮮建築等,特柱について」黒田亮編「速水博士還

暦記念●心理學哲學論文集」中

(参考:會報「西洋史部會」,史観11

荻野博「多島海新石器時代の女神像について」)

針ヶ谷鐘吉「占代羅馬の庭園」庭園10,12

上田忠雜「イソプ寓話考」信濃教育604, 605

村田散之亮「フィラックス物語」関西大學學報152

シェリング/松下武雜譯「藝術哲學」コギト57, 62, 63

芳賀檀「サッフォの歌」(詩)コギト60

松下武雜「文學の發端」(プラトン)コギト63

松下武雄「詩人の建設」(プラトン)コギト64

呉茂一「春ところどころｰ-一古典詩漫歩」思想178

呉茂一「初夏のころ ギリシア文學漫歩」思想182
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三木清「古典に於ける歴史と批評卜文學5-4

立渾剛「古典の反譯に就いて」文學5-4

斎藤清衛「文學に於ける批評と解悍の限界」文學5-4

新谷虎之助「我が古典に表示されてゐるヘレネ語」歴史6,7月號

(参考:立教大學史學科卒論,史苑10-4

田村武敏「希臘演劇史」)

(参考:東京帝國大學文科卒論,歴史地理69-2,史學雜誌567

八尾直三郎「ホメロス・ヘシオドスの研究」)

世界文學名作繪物語「希臘神話-一一一一一一ﾄﾛｲの陥落」むらさき・臨時増刊

村岡勇「トロイラス物語考」文化4-2

秋元蘆風下ペーとレアンデルの傅説を歌った或る物語唄」歌謡詩人6-1,2

(参考:各部研究會(5/8),唯物論研究56

杉本良吉「演出論」(史的概觀))

ゲーテ/片山敏彦譯「古代調に近づきつつ」(改造社版「ゲーテ全集」2)

④新刊「W. Rehm, Griechentum und Goethezeit,1936」史苑10-4



紹介・西村貞二rw. Rehm, Griechentum und Goethezeit, 1936」歴史學研究7-12

獨逸文壇消息・吉田孚「Wandel des Griechenbildes in achzehnten Tahrhundert

(Winckel mann, Lessing, Herder), v. Charlotte Ephe一

raim, 1936]獨逸文學 ト2

秋山英夫「青年ニーチェとゲーテ」褐逸文學1-2

(参考:第一回褐逸文學研究會大會及び懇親會記事,褐逸文學1-2

植田敏郎「ゲーテのプロメートイスについて」)

ロマン・ローラン/石川湧譯「ゲーテ論--一死して成れ」自由ト4

馬場久治「ニイチエと音楽」コギト56

馬場久治Fゲーテとニイチェ]コギト61

馬場久治[ニイチエと萩原朔太郎jコギト64

批評と紹介・茅野蕭々「ゲヨエテと哲學」理想79

亀井勝一一郎「ゲエテ研究-ﾌﾞ｀ランデス/栗原佑譯」文學界7月號

大西昇「藝術哲學の根本問題」理想72

姉崎邦臣「喪服はエレクトラに相舌し」アルビオン5-4

眞鍋義雜「ホムセン「言語學史J」アルビオン5-5

大庭千尋「現代教育と古典」(Eliot)アルビオン5-6

ウェルフリン/林達夫譯「イタリアとドイツ形式感情と」思想24

龍口直太郎「英國ヒューマニズムの運動」(Eliot)英語青年76-11,12

岡一男F文語を求める心一-エ藤直太郎氏のF西洋古典物語Jj早稲田大學雜

聞72 (5/9)

高沖陽造[萬葉と希臘吉典一束西古典の異同]早稲田大學雜聞72 (5/19)

大洋衛「「喜制精神」を包む喜劇」(メレディス)英文學研究17-2

追憶・山田好文Fジャーナリストとしての住谷穆君を思ふ」(アナトール・フ

ランス,ダンテの神曲,ラスキン等)聖化128

特別寄稿(在米・緑野散史卜大戸敏寄稿「榛名行」(梅脊(バイロン)等)

聖化132

斎藤秀一「ラテン化運動について」中固文學月報24

小渾三郎F日本最古の和譯聖書と鍛譯者ギュツラフ先生」史観13

八木亀太郎「言語學と宗教史」(George van Laugenhove, La Linguastique et

l'Histoire des Religions) (新)宗教研究14-3

柳谷武夫「年代別切支丹闘係文献目録」カトリック17-1, 2, 3, 4, 5

｢雜誌要目｣、哲學研究251

W.. Deonna, "L'esprit grec et l'esprit primitif en art",Revue Philosoph-

ique de la France et de F E tranger, 61 Ann ee, no. 11/12
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｢新刊書目｣、哲學研究254

U. V. Wilamowitz-Moellendorff, Kleine Schriften, V. 1, 2, Berl. , Weid-

mann

E.①佐伯好郎譯「ユ帝欽定勅法彙纂邦譯」法律論叢16-5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12

矢田一男譯「儒帝法學撮要邦譯」法學新報47-2, 4, 6

田中秀央・田中周友譯「儒帝新勅法弟3・4・5號邦譯」法學論叢37-5

木巌譯『アリストテレス「國家學」』

②永田清『アリストテレスの國家學』

栗生武夫『法の變動』

船田享二『羅馬元首政の起源と本質』(京城帝國大学法學會叢刊第2)

戸倉廣『羅馬法の世界史的使命』

ヨハンネ・ラウレス著/崎村茂樹譯『スコラ學派ノ貨幣論』

西本頴『利息法制史論』

村教三『不動産賃貸借法史論』

ギビンズ著/杉葉槃重譯『欧洲商業發達史』

ハインリッヒ・クーノー著/高山洋吉譯『経済全史』(8冊)

大阪商科大學経済研究所編『世界経済年表』

③船田享二「ハドリアヌス帝の法學説公定」同家學會雜誌51-5, 6

南原繁「基督教の「神の國」とプラトンの國家理念--一神政政治思想批判

の鴬に」國家學會雜誌51-10,11

長谷川如是閑「政治學の二大典型西洋政治學と東洋政治學の原始的典型」

日本評論12-12

藤井雜一「プラトー及アリストートルの政治哲學観」公法雜誌3-11, 12

穴原栗三郎「プラトン,アリストテレスの借主政治論」史學15-4

青木巌「プラトン政治思想の序論」哲學(三田哲學會)16

小林栗三郎「アリストテレスとアウタルキー」歴史と生活1

資料「昭和十二年施行,東京,京都,東北,九州各帝大法學部法文學部試験問

題」,法律時報9-5

政治學史:東北(牧野教授)「アリストテレス、ポリビオス、モンテス

キュー、ルソー等諸氏の政治學説に見ゆる勢力均衡の理論

の発展を考察せよ]

法理學:東大(高柳教授) 2. (イ)「アリストテレスの正義論批判」

法制史・法史學:東北(楽生教授)2.「ローマ法律受の経過を叙し、

その原因に論及すぺし」

羅賜法:東大(原田助教授)1.「時効制度について」2.「Locatio conndu-
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ctioについて」

京大(田中教授)「左の事項の簡短なる説明。 arrha poenitenti-

alis,custo dia, interpolatio, locatio connductioの概念/mancipatio

の単獨行為性, periculum emptorisの法隆性, vinndicatio gregis」

九大(武藤助教授)1.「(a)(b)中一問選挿。(a)羅馬法に關す

る諸子自身の研究の略述(b) Ius praetorium (法務官法)を論ず]

2,「(a) Ludwig MITTERIS (1859-1921川(b)《SPONDENE

MIHI CENTUM DARE ? 》-《SPONDEO》(c) nemo pro parte

testatus, pro parte intestatus decadere potest 」

慶慮義塾大學講座「経済學」中(→昭14まで)

第1

第2

高橋誠一郎「経済學史」

加田哲二「社會思想史」

高村象平「西洋経済史」

武藤智雄F雜馬法の展開一一一一-マンキパーチオとマヌミッツオを中心として」

九州大學法文學部十周年記念・法學論集中

戸倉廣「羅馬の市白治團腰」経済法律論叢8-1

出隆「ギリシヤ人の政治思想レ思想185

恒藤恭「正義の本質について」法と経済8-3,4

板倉卓造「ローマ共和政治の額廃期」三田政治學會誌13

高橋清吾F「アテネ憲法論」に現はれたる政治形態の變遷に就いて」早楢田政

治経済學雜誌51

高橋清吾吋‾アリストテレス経済論]についてj早稲田政治経済學雜誌55

向井章「フェニキア経済の基礎」出目高商雜誌8-5

向井章「フェニキア経湾の發展」山口高商雜誌8-6

田中周友「ローマ法史の端緒序説」法學論叢36-4

楢橋渡「ローマ時代に於ける貨幣受動と契約上の諸問題の研究」法曹公論1,2。

3, 5, 9月號

④書評・近出金次「アリストテレス「國家學」」史學16-1

批評と紹介F青木巌譯[アリストテレス/國家學]」理想73

書評・戸鞠雅彦「アリストテレス/青木巌譯F國家學」」三田評論477

書評・島原逸三「永田清[アリストテレスの國家學]三田新聞368 (3/31)

書評・船田享二「カレントブックス:栗生武夫「法の愛動J」帝國大學雜聞690

(10/18)

紹介(細川生)「栗生武夫「法の變動」」法學志林39-4

紹介(細川生)Fマルク氏・法律思想史に於けるドイツ的とローマ的]法學志
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林39-4

紹介「船田享二「羅馬元首政の起源と本質」」法學志林39-7

田中秀央「羅馬法大全中の新勅法の邦譯」服部報公會研究抄・3

新刊・三戸壽「船田教授著「ローマ元首政の起源と本質」」法學6-1

新刊・十亀豊一郎「船田享二「ローマ元首政の起源と本質」」史學研究9-1

文献相談「自然法に關する文献」法律時報9-1

牧野英一「急如律令・(25バ26戸27バ30バ31戸32戸33戸34)(35八36)」(イェー

リング,ローマ法等)法律時報9-1, 2, 3, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12

新刊批評・横田喜三郎「恒藤教授「法の基本問題」」法律時報9-2

新刊「船田享二「雜馬元首政の起源と本質」」法律時報9-2

木村亀二「法律思想家評傅(一)」(サヴィニー)法律時報9-6

新刊批評・三戸壽「西本頴「利息法制史論」]法律時雜9-7

木村亀二「共同僣白然法論の意義と價値」法律時報9-10

新刊「戸倉廣「羅馬法の世界史的使命」」法律時報9-10

新刊「西本頴「利息法制史論」」法律時報9-11

新刊「船田享二「羅馬元首政の起源と本質」]文化4-2

三戸壽「船田教授「羅馬元首政の起源と本質」」法學6-1

三戸壽「獨逸に於けるローマ法権受をめぐる原因論の諸相」法學6-2, 4

藤井新一「政治哲學論」[]本法學3-7, 8, 9, 11, 12

紹介・木村亀二「フレヒトハイム「ヘーゲルの刑法理論」」國家學會雜誌51-1

紹介・久保正幡「船田享二「羅馬元首政の起源と本質」國家學會雜誌51-2

尾高朝雜目亘藤恭「法の基本問題」」國家學會雜誌51-2

内外文献「G. H. Sabine, A History of PoliticaiTheory, 1937」経済學雜誌1-6

近著文献O日原・小松)「船田享二「羅馬元首政の起源と本質」」早稲田政治経

済學雜誌51

近著文献(川原・小松)「G. Mosca, Histoire des Doctrines Politiques depuis

l'antiquit e jusqu'nos jours, 1936」早稲田政治経済學

雜誌52

高橋清吾「エラスムスの政治思想」早稲田政治経済學雜誌53

高橋誠一郎「トーマス・アイ・クック助教授著「プレートオよりパークに至る

政治哲學史」」三田學會雜誌31-7

五百旗部政治郎「トーマス・アクイナスと近世思潮

気賀重躬「基督教史に於ける國家観の登達」経済評論(青山學院)25

淵定「ヘーゲルとプロイセンの國家」公法雜誌3-3

五十嵐豊作「モンテスキューの政治的性格」公法雜誌3-5, 6
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Q.p. r神童穂積陳重博士]現代新聞批判81

Q.P.「カトリック教徒田中耕太郎博士」現代新聞批判84

Q.P.「新法學博士恒藤恭氏」現代新聞批判94

官本又次「Andre M. Andreade引(「希臘財政史」)経済史研究17-2

「最近の経済史學界」経済史研究17-4

一一一一M.Carsow, "L'economie de la Grece antique", J.des e conomistes

95[5], '36

[最近の経済史學界]経済史研究18-5

W. Schubart, Verfassung und Verwalt皿g des Ptolem a erreichs

F最近の経済史學界丿経済史研究18-6

'-‘一一A.Dopsh, The economic and social foundations of European civiliza-

tion,'37

岡崎文規Fゲーテと統計學丿経済史研究17-6

F.①山田節三譯「ヴェスヴィアス噴火に關するプリニウスの書簡」地理學5-4

波島隆輔譯「ヒポクラテス集」東京醤事新誌3030, 3037, 3041, 3046, 3047。

3048, 3052, 3055, 3056, 3061。

3062

②加茂儀一r家畜文化史』

田湯元r哲學と科學との間』(「吉代哲學の質料概念と現代物理學」)

仲小路彰『世界史話大成一第4巻』(第3部[古代ギリシア科學文明の展開])

ウェブスター著/宮原治・森田俊彦譯『オリンピック競技史』

③(参考:會報・[大會](第72教室),史觀11

定金右源二君「古代希臘のオリンピック・ゲームズ」)

(参考:會報「西洋史部會」(文學部研究室),史観n

平田寛君[古代印度叡學の史的考察])

平田寛「Geometriaの概貌一一古代希臘文化の一ジャンルとして」史観13

オットー・トエプリッツ/長渾信壽譯「プラトーンに於ける敷學と形相の關係」

哲學研究254, 259

清水直三郎「ギリシヤ時代に於ける健育」腔育研究所研究紀要1

竹之下体裁[オリムピックと近代オリムピック]女」子と子供の健育2-1, 2

瀬川三郎[月桂冠とオリーブの冠](オリンピック)帝國教育700

横出格郎Fオリムピック物語丿學校教育3月號

佐藤清「オリムピック理念に對する青年教育,即國民的課題」公民教育16-4

「最新養護腔育法汎論」(第2章「腔育の史的考察」)教育學術界・春季臨時大

特集號
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(?)「ギリシア人の宇宙観察」科學知識17-9

①書評・中川清「ハイゼンベルク「近代物理學に於ける古代自然學の思想」」

哲學雜誌606

書評「加茂儀一「家畜文化史」唯物論研究56

本多修郎「ヘーゲルと数學的白然科學」哲學評論4

｢新刊書目｣、哲學研究253

A. Dies, Le nombre de Platon, Paris, C. Klincksieck

「新刊書目」,哲學研究259-一一

Aristoteles : Parts of animals, tr.bv A. L. Peek, Movement and progre-

ssion of animals, tr.by E. S. Forster (Loeb Lib. )Lond.,

W. Heineraann

田中秀央・落合太郎編『ギリシア・ラテン引用語辭典J(西田幾多郎「推薦の

辭」)

神田盾夫「占典名句の玉手箱」(田中・落合編「ギリシア・ラテン引用語辭典」)

帝國大學新聞700(12/20)

非評「田中・落合編「ギリシヤ・ラテン引用語辭典」」京都帝國大學新聞273

(12/20)

ミーティン&イシチェンコ著/廣島定吉譯『唯物論辭典』

平凡社編『新撰大人名辭典』(全8册,第8巻「外國人名」,→昭13)

『冨山房國民百科大辭典』(全14巻,別巻1)

新刊紹介「法律學辭典」(第五巻總索引)法律時雜9-4

新刊紹介「未川博編「新法學辭典」(上巻)」法律時報9-6

末川博編『新法學辭典』(下巻)

我妻螢・横田喜三郎・宮滞俊義編『岩波法律學小辭典』

片山正雜編『双解獨和大辭典』(改訂増補16版)

大武和三郎編『葡和新辭典』?
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